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			登場人物
		


		これはシーズン３全体の登場人物紹介なので、全ての話にここに出てくる人物が登場するとは限りません。

		
			オックス・モルダア・ムスタファ
		

		　FBl（エフビーエル）特別捜査官。天才的推理と「少女的第六感」で数々の難事件を解決・・・するのか？

　シーズン１から数えると、もう何年もエフ・ビー・エルに勤務しているのだがいまだにバイトである。途中までは正式な捜査官になることを望んでいたのだが、シーズン２の後半当たりから色々と謎めいて陰謀めいた事件が多くなってきたので、それどころではないという感じで、自分がバイト捜査官だということは半分忘れかけている。

　彼がペケファイル課で謎の事件を追うのは、失踪した兄を捜すためでもあったのだが、なぜかその兄の存在すら怪しいものに…？

　余談だが、いろんなところにエロ本を隠し持っている。

		
			ダナア・スケアリー・ザ・プリンセス
		

		　モルダアのパートナー。死体を切り刻むのが大好きな検死官。（無免許）

　常に冷静であり完璧でエレガントであると思っている。たまにはそのとおりになることもあるが、それが高じてうぬぼれにつながることも。またいろいろなことにコンプレックスを抱いているような一面を見せることもある。

　ペケファイル課で勤務を続けているうちに「あり得ない現象」を沢山目撃してきたのだが、そんなものは全てまやかしに違いないと思っている。ただし、仕事から離れるとそういうことはすっかり忘れるので、その辺は特に気にしていないのかも知れない。

		
			アンタモ・スキヤナー
		

		　FBl副長官。モルダアたちに上から指示を出す人。シーズン１では一番偉い人だったが、シーズン２になるとエフ・ビー・エルにはその他の偉い人が出てくるようになり、彼は板挟みの中間管理職みたいな立場になってしまう。さらにシーズン３になると「偉い人」はさらに偉くなり、スキヤナーはさらにエフ・ビー・エルでの立場がなくなってきそうだ。

　部下でもありシリーズの最初から仲間でもあるモオルダアとスケアリーのことは常に第一に考えることにしているのだが、エフ・ビー・エルでの微妙な立場のためにそうならないこともある。

　中年だが体を鍛えているのでいつまでも若々しくそして男性的である。男性的なので頭は禿げ上がっている。

		
			ミスター・ペケ
		

		　隠居した怒百目鬼（ドドメキ） 鐵円（テツマル）に変わってモオルダアやスケアリーにいろいろ裏情報を教えてくれる謎の人物。ドドメキとは違い常に威圧的な態度でモオルダア達に接する。

　シーズン２ではモオルダアが手に入れた証拠の品をモオルダアから奪うなど、彼が味方なのか敵なのかハッキリしたことは解らない。しかし、話の進行が停滞したら彼は必ず現れて面白いことを教えてくれるに違いない。

		
			ドリンキング・ウィスキーマン（通称「ウィスキー男」）
		

		　常にウィスキーをラッパ飲み。闇の組織の一員。裏で糸を引く男。色々たくらむ男。彼の本当の名前は誰にも解らない。

　その闇の組織は世界的な陰謀に関わっている。もしかすると世界を動かしているのは彼らなのかも知れない。とにかく彼らは目的のためには全てを闇に葬り去ることが出来る。そのために人を殺したとしても、彼らが罪に問われることがないことは明らかである。

　そんな組織の中でもウィスキー男はかなりの権力を握っている。ただし、ウィスキーがなくなると弱くなるというウワサもある。

		
			ラヴィング・マシュマロマン（通称「マシュマロ男」）
		

		　ウィスキー男とは密接な関わりのある謎の男。おそらく彼が本格的に登場するようになる前もウィスキー男の登場した薄暗い部屋に彼もいたに違いない。

　謎の組織の一員であるのだから、彼もまた話を混乱させるに違いない。

		
			蔵衣地・A・ロドリゲス
		

		　ハーフのような名前だが、純粋な日本人。便宜上たいていの場合「クライチ君」と呼ばれるので、下の名前はどうでもいいのである。

　始め登場した時にはエフ・ビー・エルの新米捜査官という肩書きだったが、それは仮の姿だった。彼は闇の組織に雇われて時には危険な仕事もこなす。

　そろそろいい大人なのだが、常に「最近の若者」みたいな喋り方をする。そして「最近の若者」らしく簡単にねがえったりもする。

		
			ローン・ガマンの三人
		

		
			ヌリカベ君
		

		　シーズン２の始めのころ大学院にいた彼はスケアリーに依頼されて捜査に協力したのだが、それがきっかけで世の中には誰にも知られていない大きな陰謀があるのではないかと思い、大学院をやめてローンガマンを始めた。

　化学やハイテクに関することに詳しい。無口すぎて必要なことすらなかなか話さない。彼が唯一の「ローンガマン」の正式メンバーである。ヌリカベ君はメンバーが二人以上になると「ローン・ガメン（manの複数形でmen）」に名前を変えなくてはいけないのではないか？そうすると名前の由来である「ローンを我慢する」という意味がなくなってしまうので、彼以外がメンバーにはいることは認めていない。そのローンとはローンガマンを始めるに当たって購入した機材のローンである。

　大学時代は演劇部で死体役や壁の役を専門としていた。常にダークなオーラで人々をゾッとさせる。

		
			元部長
		

		　ヌリカベ君のいた大学の演劇部で部長をしていたが、演劇とギャンブルに没頭していたため学業がおろそかになり大学を中退する。ちょうど同じ頃大学院を辞めた先輩のヌリカベ君がはじめた「ローンガメン」のアジトに居候している。

　ローンガマンのアジトでヌリカベ君のやっていることを見ているうちに興味が湧いてきて色々と勉強したので今では怪しい陰謀論やオカルトっぽい科学にはかなり詳しくなっている。

　また、あまり喋らないヌリカベ君に代わって、彼の意見を代弁する役目もはたしている。そろそろローンガマンの正式メンバーにして欲しいと思っているのだが、ヌリカベ君は認めようとしない。

		
			フロシキ君
		
 
		　本家「エックスファイル」に合わせるなら「ローンガマン」は三人いないといけないということで登場したフロシキ君。元部長の知り合いで、元部長からローンガマンの話を聞いて「なんか面白そう」と思ってローンガマンのアジトへやって来るようになった。

　元部長と同様にローンガマンのアジトで過ごしているうちに怪しいことには詳しくなっている。彼もまたローンガマンの正式メンバーになりたがっているのだが、もちろんヌリカベ君は認めていない。しかし、今ではローンガマンといえばこの三人という感じになっているので、彼らは正式メンバーではなくても、その辺は気にしていないようだ。

　時々、相手にとって失礼と思われるような話し方をするのだが、そこが気にならないのは彼の持つ不思議な「ダメな感じ」のせいかも知れない。

		
			モオルダアの父（名前はまだない）
		

		　シーズン２の最終回に作者の都合でいきなり登場して、そしていきなり降板。以前に防衛庁やその他の国の機関で働いたいたことになっている。

　ウィスキー男やその回りにいる人間達とも面識があり、実は「何か」を知っているようである。

　降板はしたが、死んだことにはなっていないので突然再登場したり「過去の出来事」の中に登場することがあるはずだ。

		
			モオルダアの母（名前はまだない）
		

		　モオルダアの父同様に作者の都合で登場することになった。

　昼間は居間でお茶を飲みながらワイドショーを見て、夜は居間で煎餅を食べながらサスペンスドラマを見る、わかりやすい感じのオバサンである。

		
			ダネエ・スケアリー・ザ・プリンセス
		

		　スケアリーの姉。

　妹のダナアと同様に完璧でエレガントで喋り方も一緒だが、彼女が妹と違うところは科学よりも占星術やオカルト的なことにも物事に関する重要な何かを見出すところである。

		
			スケアリーの母（名前はまだない）
		

		　ダナアとダネエの姉妹がおかしな喋り方をするのは、この母親の影響かも知れない。

　母と姉妹が三人揃ってしまうと、三人とも同じ喋り方なので誰が喋っているのか解らなくなる。（スケアリーが喋っていると説明しなくても喋り方でそれが誰なのか解るという「スケアリーですのよアドバンテージ」を作者が使えなくなるのということでもある。）

　それ以外は完璧でエレガントな母親である、と彼女は思っている。

		
			エフ・ビー・エルの技術者（名前はまだない）
		

		　コンピューターとかハイテクっぽい事柄が出てくると登場する技術者。彼の知識とエフ・ビー・エルにある最新の機器があると事件に関してかなりのことが明確になるのだが、自分の興味がわかない限り基本的には言われたことしかやらないので、彼が事件を解決してしまうようなことは決してない。

　モオルダア同様にバイトだったりスケアリーに密かに恋心を抱いているというところが面白いので定期的に登場することになってしまった。

		
			エフ・ビー・エルの職員たち
		

		　物語の進行上に得に意味がない限り、彼らはエキストラである。エフ・ビー・エルのビルディングで忙しそうに動き回っているが、実はそれはただビルの中を歩き回っているだけで、その行動に目的があるわけではない。

　シーズンを重ねるごとに彼らの中には何かの陰謀に加担している者や、何処かのスパイみたいな人が増えてくるので要注意である。

	
		
			#030「多利佐久美」
		

		
			01  都内、国道沿いのファミレス
		

		　都心というほどでもないし、田舎というほどでもない、東京の街と街の間にあるファミレスにはいつものランチタイムを迎えて次第に人が集まり始めていた。景気が良いとか悪いとかに関係なく、こういう場所にくる人間は、一緒に座った同僚などと世間に対する一通りの不平不満を語ったりするのものだが、それでいて彼らが不幸かというとそうでもなかった。食事で満腹になったらそれである程度満足して、最後には昨日テレビで見たドラマの話や、嫌いな上司の頭髪に関する話をして盛り上がったりして、またいつもの生活に戻っていくのである。不幸ではないという意味で彼らは幸せなのかも知れない。

　しかし、そんな人々の中で明らかに違和感のあるその男だけは違っていた。彼は不幸で悲しく孤独で、そしてその心はどうにもならない怒りに満ちていた。そういう穏やかでない感情が爆発する予兆なのか、先程から男は一人で話していた。つぶやくというほど静かではなく、誰かに語りかけるというほどの声でもなかったが、それを人に聞かせたいのはよく解った。そして、周りにいる客達も次第にその声に気づき、客の中に面倒な人間が混じっている事に顔をしかめていた。

「…そうなんだよ。ヤツらはオレのことをまともに扱ってくれないんだよ。こんなに頑張ってるのに『良くやってくれた』って褒められることすらないんだ」

話ながら、男は次第に興奮してきているようだった。始めは「そんなことは知ったことではない」と思って聞こえないふりをしていた客達だったが、中には危険を感じて席を立って彼から離れる者もいた。男の言うとおり、彼は理解されていなかった。それは職場の人間からだけではなく、彼の家族も友人も。誰も彼のことを正当に評価していないと思っていた。自分はこんな負け犬の人生を送る人間ではないし、そういうことを世間に知らせなければいけないのだ。

　男の怒りは頂点に達して、それと同時にその計画を実行に移す時が来た。それをやれば何かが良くなるとは思っていないが、彼をこんな状態にした何かへの復讐になるとは思っていた。しかし、そんなことをしたところで彼は余計に不幸になるだけだとは気づいていない。

　男は銃を取り出して立ち上がり「動くな！」と怒鳴りながらファミレスの店内に視線と共に銃口をぐるりと巡らせた。

「騒ぐな！動くな！…騒ぐな！」

男がそう言ったが、最初に何人かが悲鳴を上げただけで、一番うるさいのはその男でもあった。それはともかく、店内にいた客達は驚いて怒り狂う男を見つめていた。そして、その手に持っている銃は本物なのか、どうなのか。そんなことも気になっていたが、もしもの事を考えると黙って男の言うことを聞いていた方が良いと思っていた。

　店の奥でこの騒ぎに気づいた店員が冷静に警察に通報した。都心と言うほどでもないがそれなりの緊張感は保っている地域なので、この緊急の通報で警察はすぐに駆けつけるに違いなかった。そういうことをこの男が考えているのかは解らないが、怒りにまかせて銃を乱射したりしないということはそれなりに考えがあるのだろう。彼は自分に気づいて欲しい。誰に、という感じではなくて、自分の孤独と不幸を誰かに気づいて欲しい。本当はそれだけの理由なのかも知れない。

　男は店内から子供だけを外に出すように命じた。何が起きているのか理解しきっていない様子の子供達は母親に言われるがままに店の外へ出て行った。

　そんな中で、先程から冷静に男のことを見つめていた品の良い初老の紳士という感じの男が、ファミレスの隅の方の席からゆっくりと立ち上がった。彼は銃を持った男の瞳に浮かぶやり場のない怒りや悲しみに多少ウンザリするようなところもあった。

「やめなさい」

紳士に優しくそう言われると、男は慌てて振り返りその紳士の方へ銃口を向けた。紳士は銃を向けられても落ち着いた様子で、静かに男の方へ近づいて来た。男はこんなふうに冷静な反応をされるとは思ってもいなかったのか、うろたえたような表情を見せたりもした。

　彼の持っている銃は本物だった。男に近づけば、例え本物を見たことがなくても、それがオモチャに見えるような事はなかっただろう。それでも紳士は顔色を変えずに男の目の前までやって来た。

「人を傷つけてはいけません。みんな怖がっているじゃなですか」

「オレはやるんだ！やるんだよ」

「この人達がキミに何をしたって言うんですか？」

この状況でこの紳士は有り得ないほどの穏やかさで話す。そこに面食らって男は一瞬だけ後悔したくなるような気分になったのだが、ここで簡単に銃を下ろすことはできなかった。

「あんたは何も解っていないんだ」

そうは言ったものの、男は紳士の冷静さに対して次第に最初の勢いを失っていた。

「オレは負け犬じゃない」

「そのとおりだとも」

「でもオレがやりたいんじゃない。ヤツらがそうさせるんだ！」

そう言いながら男は銃口を小刻みに動かして、いつでも撃つぞという意志を示しているようだった。そうしている間に店の外には警察の車両が到着して狙撃犯のような人達が大急ぎで配置についていた。紳士の方は相変わらず冷静に喋った。

「でもあなたはやらない。そうじゃないですか…？」

ここで男の「何か」に対する復讐は失敗に終わるように思われた。男は相変わらず銃を紳士の方に向けてはいたが、その目からは怒りは消え、そして次第に弱々しく潤んで行くようだった。

「みんなも解っている。あなたはやらないですよね」

紳士はそう言いながら目の前の銃を両手で包み込むようにして押さえると、それをゆっくりと下に降ろしていった。そして、男も抵抗することなく銃を下ろすようだった。紳士の優しい眼差しに腕の力が抜けていくような、そんな感じにも思えた。

　しかし、この奇跡のような展開を目の当たりにしたにもかかわらず、自分勝手な人間はどこにでも存在する。男がもう諦めたと思ったのか、ドアの近くにいた客がいち早く外の出ようとしてドアを開けたのだ。その瞬間、外に集まっていた大量のパトカーや警察の無線による交信の音が店内にも聞こえて来たのだった。それを聞いた男はハッとして自分の目的を思い出してしまった。そして、目の前の紳士を押しのけると、まずはドアのところにいた客を撃った。そして次々に自分の周りにいる客を撃ち始めた。

　銃声と共に客達が倒れていく。周りにいた客は驚いて頭を抱えてしゃがんだり床に伏せたりした。だがそれでは銃に対しては無防備で、男の視界に入った人間は撃たれていく。しかし、男の銃に込められた弾丸がなくなる前に今度は男が倒れた。外にいた狙撃手によって男は胸を撃たれて倒れたのだった。

　ほんの一瞬の間に状況は一転して最悪の状態になってしまった。店内ではパニック状態の人もいれば、動くことも出来ず撃たれた人達を心配そうに見つめる冷静な客達もいた。その冷静さは例の紳士のそれに影響されたものかも知れない。紳士は倒れた男を覗き込んだ。男はまだ意識がはっきりしていたが左胸からの出血を見る限り致命傷を負っているのは間違いなかった。

「オレは死ぬのか…？」

男はまだ状況が飲み込めないような感じであったが、自分の胸から背中に弾丸が貫通して、そこから血が流れでているという体験したことのない感覚に、自分の命が危険だということは理解していたようである。

「誰も死ぬことはないのですよ」

紳士は相変わらず静かな口調で言った。そして、そこで紳士はこれまで以上の奇跡的なことをしたのであった。

　紳士は、まさしく「息も絶え絶え」という状態の男の胸に空いた傷口に手のひらをかざした。多くの人達がそれを目撃したが、多くの人達は何が起きているのか理解できないような事でもあった。男の胸の傷口から流れだして、シャツに染みを広げていた血が止まったようだった。それだけでなく、次第にその染みが小さくなって行ったのだった。まるでビデオを逆に再生しているように、血が傷口に戻っていくようにも見えたが、血で出来た染みが完全に消えると、最後には胸に空いた傷までふさがってしまったのだ。

　何食わぬ顔で男の傷を消してしまった紳士を、倒れていた男は驚嘆と畏怖とが入り交じった表情でただ見つめるしかなかった。

		
			02
		

		　事件後、辺りはまだ騒然としているところへFBLの二人がやって来た。スケアリーはFBLの身分証を見せながら現場にいた救急隊員に近づいてきた。

「怪我人はどこなんですの？」

一般人を巻き込んだ発砲事件と聞いて、スケアリーはいつになく緊張感のある表情をしていた。

「なんですか？」

救急隊員はというと、妙に落ち着いていた。

「人が撃たれたんでございましょ？怪我人はどこなんですの？」

スケアリーはどうしてこの救急隊員はこんなに緊張感がないのか？と疑問に思いながら聞き直した。

「みなさん中にいますけど。怪我人はいませんよ」

やっぱり救急隊員は拍子抜けした感じの返事しか返してこなかった。スケアリーは「何なんですの?!」と思いながらファミレスの中に入っていった。そこへ今度はモオルダアがやってきた。

　考えてもみればFBLのペケファイル課の二人が呼び出されるということは、それなりにヘンな事件なので、この救急隊員の様子もわからないでもない。モオルダアはそれを解っているのか、いないのか知らないが、スケアリーとは違って何かあると思っているような質問を救急隊員にした。

「あなたが最初に対応した救急隊員ですね。何があったのか聞かせてくれませんか？」

「もうワケが解りませんよ。人が撃たれて倒れているってことで、中に入っていったんですよ。だけど誰も倒れてなんていないし。何しに来たんだかわかんないですよ、まったく」

この現場の慌ただしさからはかけ離れた救急隊員の話し方だった。これは他を当たった方が良さそうなので、モオルダアは頷いてからその場を去っていった。

　ファミレスの中に入ったスケアリーはこれまた拍子抜けしている感じの男を見つけた。スーツを着ていたが、その風貌からして警察の人間であることはすぐに解った。スケアリーは先程の救急隊員とのやりとりで「何なんですの?!」という状態のままなので、彼女がイラついているような状態なのは誰の目にも明らかだった。だが彼女に話しかけられた男は特に慌てる様子もなかった。それ以上におかしなことがここで起こっている。そういうことなのかも知れない。

「あたくしはFBLのスケアリーですのよ。あなたは警察の方ですわね。ここで起きたことを説明出来る目撃者はいらっしゃるのかしら？あたくしは詳しく話が聞きたいんですのよ」

聞かれた男は、そういうことを聞かれるのはだいたい解っていたようだったが、その質問に答えるのはあまり気が進まないという態度でゆっくりとスケアリーの方に振り返りながら説明した。

「私は全部見ていたんだがね。恐らくキミに納得のいく説明をしてくれる人はここにはいないと思うよ」

恐らくこの刑事風の男は通報によって駆けつけて来た中の一人で、立てこもった犯人が銃を撃ったり狙撃されたりしたのを見ていたのだろう。それにしても、ここにいる人達はさっきからヘンなことばかり言いますわね、とスケアリーは思って少し不安にさえなってきた。ここで一体何が起きたというのだろうか。

「それで、何を見たんですの？」

「彼に話を聞いてみたら良いと思うがね。彼は犯人に撃たれたんだ」

刑事風の男が見た先には、最初にこの現場から逃げようとして撃たれた男が立っていた。この男が身勝手な行動を起こさなければ、こんな面倒なことにはならなかったのだが、ここにいる人間たちはそこまで覚えているかどうかは解らない。恐らくその後に起きた奇跡のためにそんなことは忘れられているのだろう。

　それはともかくスケアリーはその撃たれたという男の方を見た。撃たれたはずの男が普通に彼女のすぐ近くに立っていた。男の方も刑事が自分のことを話したので、そろそろ自分の出番だという事に気づいて、状況を説明する準備を始めたような感じだった。

　しかし、撃たれたってどういうことですの？というのがスケアリーの反応である。スケアリーでなくても銃で撃たれたはずの人間がそんな風に立っているのはおかしいと思うのは当然である。

「あなたが…、撃たれたって言うんですの？」

「ええ、そうですよ。ほら、ここです。ちょうど胃のところです」

話す準備が出来ていた男はわかりやすく説明するために弾丸がシャツに空けた穴をスケアリーに見せながら説明した。

「確かに撃たれたんです。そしてその後に気づくと床に私は横たわっていて、手足が動かないし、口の中には血の味もしました」

そんな状態では命が危ないのは知っているスケアリーは弾丸が穴を空けたシャツをめくって、無意識のうちに男の腹部を確認していた。そこには筋肉質でもなければブヨブヨでもない、一般的な中肉中背男子の腹部があるだけだった。男はさらに説明を続けた。

「その時、私はあの人の顔を見たんです」

「誰ですの？」

「犯人を説得しようとした人です。誰も傷つけてはいけないって言ってた、あの人」

「その人が何かをしたんですの？」

「あの人は私に触れました。それから、もう大丈夫ですって言ったんです。…そうしたら、なんと手足に感覚が戻ってきたではありませんか！」

男は興奮を何とか抑えながら話しているような状態になっていた。確かに奇跡が目の前で起きて、しかもそれが自分に対して行われたことなら興奮しないわけはないのだが。スケアリーはそんな話は安易に信じない質なので、また「何なんですの?!」と思いながらさっきの刑事風の男の方を振り返った。彼は彼で「ほらね」という感じだった。



　一方で、モオルダアはスケアリーと一緒に店内に入っても仕方ないと思ったのか別の場所で話を聞くことにしたようだった。彼はパトカーに閉じ込められている犯人の元へと向かった。車の中の犯人は虚ろな目をしてボンヤリと窓から外を眺めていた。モオルダアがパトカーのドアを開けて彼の隣に座ってやっとのことで我に返ったようでもあった。犯人はモオルダアの方へ振り返った。

「あんたは？」

「モオルダアです。FBL捜査官の」

犯人の様子がどこか変なのでモオルダアの様子もちょっと変に思えた。とにかくモオルダアはこの犯人から話を聞かなければいけない。ここでは異常な事件が起きたに違いないのだから。

「えーと。捜査に関する話は聞いてますよね。権利みたいなそういうのとか。…まあとにかく、話してくれませんか？一体ここでは何が起きたんですか？」

そう言ったモオルダアがちょっと不自然な話し方だったのは無理もない。男はモオルダアの言うことを聞いているのかいないのか解らないような様子で遠くを見つめるばかりだったのだ。彼の目の前で起きた奇跡が何度も彼の頭の中で繰り返し再生されているのかも知れない。

「神が…、私は再びこの世に生まれた。…私の魂を憐れみ、そして私の罪を洗い流してくれた…」

やっぱりおかしなことが起きているとモオルダアは思った。しかし、これはスゴいことかも知れないと思って少し盛り上がってきてもいた。モオルダアはこれまでよりも真剣な表情になっていた。

「それはどういうことかな？」

「私に手をさしのべて癒してくれたんだ。あの人の手のひらで…」

「それって、どの人？」

「あの人さ」

男はまだ遠くを見つめたまま喋っていた。「あの人」と言っても、その視線の先に誰かがいるわけではない。それは雲の上のあの人ということなのだろうか？さっきからずっと、この男はこの世界にあるものが見えてないような、そんな様子で喋っていた。そして続けた。

「…聖人だよ。思うんだが、あの人は神なんだ。そうに違いないんだよ」

そう言いながら男はモオルダアの方へ目を向けた。まっすぐな瞳で見つめられながら「神を見た」と言う男はちょっとモオルダアを動揺させたようだった。モオルダアは何かを言おうとしたが上手い言葉が出てこない感じだった。



　モオルダアがパトカーから出てくるとスケアリーがちょっとプリプリした感じで歩いてきたところだった。犯人から変な話を聞いたモオルダアはそんなことは気にせずに話し始めた。

「キミは話を聞いたの？」

「聞いたの、って誰にですの？」

「犯人が言うには、誰かが手のひらで彼の傷を治してしまったってことだけど」

「それが、いないんですのよ！」

「これだけ警官がいるのに？」

スケアリーがプリプリしているのはこの先に彼女が説明することのせいでもあった。ただしそれは事実でもあるので、彼女はそのまま話すしかなかった。

「その方はちゃんと保護されていたんですのよ。それで警察の方たちも話を聞いたりしていたのですけれど。でも、どういうワケだかその人はいなくなってしまったのよ」

スケアリーの予想どおりモオルダアはそれを聞いて盛り上がっている様子だった。

「煙のように、ってやつか？」

「跡形もなく消えましたわね」

モオルダアが盛り上がるとスケアリーが呆れるのはいつものことでもあった。

		
			03  東京近郊・古野方区（このかたく）
		

		　東京23区内に古野方区なんて名前の区はないので、東京近郊と言っても都外に違いないのだが、こんな場所はあっただろうか？あるとしたら川崎の上というか北の方にあるんじゃないかな？とも思う古野方区。そこにはモオルダアの一家が一時期暮らしていた家があった。

　誰も住まなくなった空き家にモオルダアの母親の姿があった。「もう、ホントになんなのよ…！」モオルダアの母親は面倒な事をやらなくてはいけなくなったオバちゃんに特有の喋り方で、オバちゃん特有の台詞をつぶやいていた。

　家に入るとほぼ全ての物は、ここを去った時のままの状態で残っていたのだが、一つ奥の部屋に行くとそこに誰かがいた形跡があった。その部屋の外の庭に面した窓が少し開いていたのだ。彼女をわざわざここに呼び出した「誰か」はこの部屋の外にいるのだろう。

　モオルダアの母親は窓を開けて外に出た。窓の外には当時のまま残されていたサンダルが置いてあったのだが、砂やホコリにまみれてそれはほとんど地面と変わらなかった。それを履くのかどうか迷ったモオルダアの母親だったが、何も履かずに庭に出るのも気が引けたので地面とほぼ同じ色になっているサンダルを履いて庭に出てきた。

　サンダルを履いているのになぜか素足のような気持ちで歩いていたモオルダアの母親は辺りを見回しながら庭の中程へと歩いてきた。網状のフェンスの向こうには近くを流れる川が見えた。（それが多摩川という事なら「川崎の上」というのは間違ってなさそうだが。）ここに住んでいた当時からあまり変わらないその川は、コンクリートと丈夫すぎる雑草に両脇を固められて、自然の姿など少しも感じさせない姿をいつまでも保っているようだった。

「ここにいたらピンときたんですよね」

突然背後から声がしてモオルダアの母親は驚いて振り返った。モオルダアに似ず、驚いてはいたが取り乱すような感じはあまりなかったが。ただ、振り返ると同時にウィスキーのニオイが漂ってきて彼女はかなり不快な表情になっていた。

「なんなのよ、まったく。何の用なの？」

モオルダアの母親が振り返った視線の先にはウィスキーのボトルをラッパ飲みする男がいた。

「変わらないのはあの河川敷だけだな」

男はウィスキーを一口飲んでからそう言った。

「こんな所に呼び出しておいて、何だって言うのよ！何が必要なの？ここに来るのがどれだけ面倒だか解ってるの？電車でもバスでも東京から来るのがホントに面倒なんだから。もう。何なのよ、まったく！」

モオルダアの母親はイライラしているようだったが、ウィスキー男の方は特に気にしていないようだった。お互いにマイペースということなのかも知れないが。

「懐かしいと思わないかね？」

「なんにもありはしないわよ！」

「ああ、そうなのか」

「私達の間には色々とあったと思ったがね。楽しかったよねえ。モオルダア家の仮の住み家で。子供たちは元気にはしゃいでいたよねえ。水切り遊びもしたよねえ。キミのダンナさんはスゴかった。五回も石を跳ねせさせたからね。まあ私の八回には及ばなかったがね。あれを見て驚かない人はいないよねえ。そうだろう？」

モオルダアの母親はウィスキー男がどうでも良いことを話し始めているので次第に腹が立ってきたようだった。

「そんなことを覚えてないわよ。まったく」

ウィスキー男としては水切り遊びで八回という記録をどうでも良いような扱いをされて少し動揺したようだった。そういう時にはまた一口ウィスキーをラッパ飲みする。そうするとちょっとでも失いかけていた自身がまたみなぎってくるのだった。

「覚えてないとは悲しい話ですな。今日わざわざ来ていただいたのは、あなたに思い出していただきたい物があったからなのですけどねえ。どうしても思い出してもらわないといけない物なんですよ」

そう言いながらウィスキー男は烏龍茶のペットボトルをモオルダアの母親に差し出した。

		
			04  さっきの事件現場
		

		　事件現場ではまだ何の進展もなかった。例の男に助けられた人達に話を聞いたところで、奇跡が起きたとしか言いようのない説明しか聞けなかったので、そうなると現場から姿をくらましたその男のことを調べるしかなくなってくる。

　モオルダアとスケアリーは現場でその男と話していたという刑事に話を聞いていた。ただし、その刑事は最初にスケアリーに「納得のいく説明の出来る人はここにいない」というようなことを言った男だった。その刑事から何か情報が聞き出せるのかどうかは怪しかったが、少しでも「例の男」と接触したのなら、話は聞いておいた方が良いに違いない。

「その男ですがね。名前は慈英麗舞（ジエイレマイ） 康光（ヤスミツ）と名乗っていましたよ。でも調べたところ、住所はでたらめだし、免許証もなかったし」

刑事は少し参ってしまっている感じで話していた。彼が失敗をしたわけではないのだが、これは特異な事件であるし、何かやっかいなことになっていると思っていたのだろう。そういうやっかいなところはモオルダアにとっては盛り上がる要素でもあったのだが。（一方でスケアリーは「変な名前ですわね」と密かに思っていた。）

「それじゃあ、つまり外に止まっている車を調べても意味はないんですね」

「ああ、そうだな。多分そのへんから歩いて来たんだろう。この辺りは重点的に調べないとな」

スケアリーはまだ人間が忽然と姿を消すなんてことは信じられないようで、刑事の話を聞く態度もどことなく疑ってかかっているような感じだった。

「あなたは彼と話をしていたんでございましょ？」

刑事はやっぱりそこを気にするのか、と思った。

「ああ、全くバカげてると思うよ。だたし、これは確かなことなんだ。こうやってちょっと下を見てメモをとってるでしょ?!それから、こうやって顔を上げるでしょ?!…そうしたら、そこには誰もいなかったんだから。ホントに消えちゃった、ってそんな感じだったんですよ」

刑事は少し大げさな身振りで説明していた。ただし言っている事はこれまで聞いた話と大して変わらないことに気づいてしまうと、その話には意味がないのだが。

　モオルダアは最後の方は半分ぐらいしか聞かずに、退屈になったのか窓の外を眺めていた。外には早くも駆けつけていたテレビ局のスタッフと彼らを乗せてきたワンボックスの車が見えた。モオルダアはテレビに出てる女子アナとか乗ってないかな？とか思いながらそこを眺めていたのだが、そこで少女的第六感が彼に何かを語りかけようとしているのを感じ始めていた。

　ここで事件は進展するのか、と思いきやモオルダアのポケットの中で携帯電話が鳴り始めてモオルダアはビクッとなっていったん考えるのをやめた。そして電話に出た。

「モオルダア捜査官。こちらはスキヤナー副長官のオフィスです。今彼に変わります」

電話はスキヤナー副長官からだった。それにしても、なんで秘書が電話をかけてスキヤナーは自分で直接電話をしないのか？と思っても良さそうだったが、電話が鳴ってちょっとドキッとしたモオルダアはそういうことを考える余裕はあまりなかったようだ。そうこうしているうちにスキヤナーが話し始めた。

「モオルダアか？たった今連絡が入ったんだが、ちょっと緊急事態のようだ」

「なんですか？」

「キミのお母様だがね。救急で病院に運び込まれたってことなんだよ。場所はコノ…コノカタ…？」

「古野方区ですか?!」

どうやら少女的第六感どころではなくなって来たようだ。そして、自分の母親がそんな場所で何をしていたのか、と不審に思った。とにかくモオルダアは古野方区の病院へ急いで向かった。


		
			05  古野方区にある病院
		

		　モオルダアは受付で母親のいる病室の場所を聞くと、走り出したいのをこらえながら早歩きで病室へと向かった。そこでは意識のないモオルダアの母親が点滴をうたれながら横たわっていた。いつものように何気なく接している時には何も感じなかったのだが、こうして意識を失って横たわっている母親の姿はモオルダアに衝撃を与えた。それはあまりにもか弱くて、心細くなるような母親の姿だった。それは目を背けたくなるような光景だったが、彼女の年齢を考えたら無理もない。モオルダアは母親の寝かされているベッドの横に立って力なく横たわる母親を見つめていた。

　そこへスケアリーが入って来た。モオルダアだからといって、母親が緊急に入院したとなっては放ってはおけなかったに違いない。というよりも彼女の車があったから電車では遠回りしないと来られないこの場所へ最短距離でやってこられたのだが。

　真っ先に病室へやってきたモオルダアとは違い、自称医者のスケアリーでもあるので、他にやることをやってからここへ来たようだった。

「看護師の方に聞いたのですけれど。お母様は急性アルコール中毒らしいですわね…」

モオルダアはスケアリーの言うことが聞こえているのかどうか解らないような感じで、母親に毛布を掛けた。

「寒そうだね」

いつだって自分のことか自分の興味のあることしか考えないようなモオルダアが、自分以外の人に毛布を掛けている。しかもその声はちょっと泣きそうな震え方をしていた。それだけでスケアリーにはモオルダアの受けた精神的な打撃がすぐに解った。モオルダアに同情することもできたが、彼女は自称医者で科学者でもあるので、まずは言うべき事を言うことにした。

「モオルダア。あまり悲観してはいけませんわ。意識がないのはアルコールのせいですし、適切な処置をすれば大丈夫ですわよ」

モオルダアは聞いていたが、まだ母親の方を見つめたままだった。

「アルコールなんて。飲めない体質だからこれまでほとんど飲まなかったのに…。母さんどうしたんだよ…？」

モオルダアが母親に語りかけるとちょうどそこへやって来た看護師が言った。

「まだ眠っている状態ですから、会話は無理ですよ」

「どうして母はここにやって来たんですか？」

モオルダアは背後にいる看護師に聞いた。

「通報があって救急隊医院が駆けつけると部屋の中に倒れているお母様を見つけたんです」

そう言っても聞いているのか聞いていないのか解らないようなモオルダアだったので、看護師は損したような気分になって外に出て行ってしまった。しかしモオルダアは聞いていたようで、どうして彼女がそんな場所にいたのか？ということを考えていたようだった。そして、モオルダアがベッドの横に膝をついて母親に顔を近づけると、ちょうどその時に母親が意識を取り戻したようだった。

「ちょっと、母さん。何やってるんだよ。ビックリするじゃないか」

モオルダアがそう言ったものの、母親はまだ意識がはっきりしないようで何も言わなかった。あるいは何かが言えるほど回復していなかったのかも知れない。彼女は片手を揚げると半分だけ握ったような手を左右に動かして何かを伝えようとしていた。

「何それ？どういうこと？」

モオルダアには伝わらなかったようだ。

「きっと何かを書きたいんですわ」

モオルダアの母親の仕草から何かを感じ取ったのはスケアリーの方だった。そして、彼女は上着のポケットからメモ帳とペンを取り出してモオルダアに渡すと、モオルダアがペンを母親に持たせた。

　母親はペンを持ってモオルダアが差し出しているメモ帳に文字を書き始めた。まだ朦朧としている意識の中で書いているので、ギリギリ文字だと解るぐらいの文字しか書けていなかった。

　モオルダアの母親はやっとのことで二文字をメモ帳に書くと疲れ切った感じで手を下ろした。モオルダアの持っているメモ帳には「ひら」と書かれていた。

「って、どういうこと？」

とモオルダアは母親に聞いたのだが、母親はすでに眠っていた。



　しばらくすると、モオルダアの母親は病室から運び出された。完全に回復したワケではないのだが、状態が安定したのでこの緊急事態に備えている感じの大きな病院から、もう少しユルい感じの病院に移送されるところだった。

　モオルダアは一体母親に何が起きたのか？と心配せずにはいられなかった。移送のために救急車に乗せられる母親はあまりにも弱々しい。少年時代に勝手に部屋に入ってきて彼のエロ本を見つけだして捨ててしまうような鬱陶しい母親の姿はそこにはなかった。

　うなだれるモオルダアのところへスケアリーがやってきた。

「お母様は、良くある急性アルコール中毒ということみたいですわね。どうしてそんなことになったのか解りませんけれど、通報が早かったのが幸いでしたわね。お母様の年齢のことを考えると、血中のアルコール濃度が急激に上昇することは危険なことなんですけど、早く処置が出来て良かったですわね」

スケアリーが言うのを聞きながら、モオルダアは「スケアリーってこんなに優しい喋り方ができるんだなあ」と思ってしまったら、返す言葉も喉の奥で詰まってしまって何も言うことが出来なかった。そして、なんとかして「そうだね」と言うのが精一杯だった。

　スケアリーの方もこんなモオルダアを見るのは初めてだった。そして「大丈夫なんですの？」と言わずにはいられなかった。大丈夫かどうか解らなかったが、ダメになる理由もそれほどあるわけではない。「大丈夫か」と聞かれてそれを別の角度から考えてみると、意外と今の状況は大丈夫でもある。もしかすると彼の中では彼の少女的第六感が彼に何かを伝えていたのかも知れない。

「うん。まあ、大丈夫。ダイジョブだよ」

そう言った後にモオルダアはこれまでのことを頭の中でなんとかして整理してみた。都内のファミレスであの驚くべき事件が起きて、それなのになんで今は古野方区という、どこだか解らない場所の病院にいるのか？それを考えると、彼の少女的第六感はますます彼に何かを伝えようとしているように思えるのだった。

「どうやら全ては関連しているようだね」

「関連って、何がですの？」

スケアリーはこんな所でモオルダアのこういう自信満々な表情を見るとは思ってもいなかった。

「あのファミレスの事件とこの件だけど」

「すみませんけど、あたくしには何のことだか理解できませんわ」

スケアリーはまだモオルダアに気を使っているので柔らかく否定していた。

「ボクの母はメモに『ひら』と書いたよね。そして、ファミレスで消えてしまった男は『手のひら』で犠牲者を救ったそうじゃないか」

何でそうなるんですの?!とスケアリーは思った。

「キミはまた『考えすぎですわ』って思うと思うけどね」

そのとおりだとスケアリーは思った。だがモオルダアの母親が「ひら」とメモ帳に書いた時にちょっと何かを感じないこともなかった。でもそれらはタダの偶然に違いないというのが、いつものスケアリーの意見であり、それは今回も変わりはない。

「ちょいとモオルダア。どうしてそんな事件がここにまで関係してくるって言うんですの？お母様の年齢を考えたら、お酒の影響で危険な状況になることは考えられることですし。ここで起きた事に事件を関連づけるのはおかしな話ですのよ」

「でも、どうして『ひら』だったんだ？」

「それには、なにか理由があるのかも知れませんけれど…」

スケアリーはモオルダアの今の状況から考えて、あまり強く反論する気にはなれなかった。ただし、彼の突飛な考えには歯止めをかけておく必要があると思った。

「でも正直言いますと、あのメモに意味はあるかどうか疑問ですのよ。はっきりした意識のもとで書かれたものではございませんし…」

「ただし、それを正確に証明することも出来ないでしょ？事件現場の犠牲者が助かった理由も、彼らを助けた男が煙のように消えてしまった理由も同じく証明できない」

スケアリーは何でいつもこういう風に面倒な事になるのかしら？と思いながら力説するモオルダアの話を聞いていた。

「証明して見せますわよ。それよりも、あなたはすぐに休むべきですわ。近くのビジネスホテルまで送りますから、そこで休んで続きはまた明日にしませんこと？」

スケアリーは今のモオルダアと話していても先に進めないと思ったようだったが、モオルダアは違っていた。

「いや。ボクはFBLに戻ってやることがあるんだ」

「やる、って何をですの?!」

スケアリーにはモオルダアがこの状態で何を思いついたのか理解できなかった。

「奇跡の男を見つけるんだよ」

こういう表情のモオルダアを見ると逆にスケアリーの方が帰って休みたくなってしまうのだが、モオルダアが何かを思いついてしまったようなので、付き合うしかなさそうだった。今回は多くの人が「科学では説明不可能な現象」を目の当たりにしているのだから、バカバカしいという理由で放置してはおけない事件でもあったのだし。

		
			06  FBLビルディング
		

		　モオルダアは事件現場の映像をテレビ局から取り寄せて、それを調べようとペケファイル課の部屋に持ってやってきた。

「編集無しのノーカット丸見え版だぜ」

部屋に入ってきたモオルダアはそこにいたスケアリーに言ったのだが、それが冗談なのか真面目なのか解らなかったし、今のスケアリーはそんなことにイチイチ反応しているのが面倒だったので何も言わずにモオルダアの様子を見ているだけだった。

　モオルダアの方はというと、テンション高めで部屋に入ってきたのは良いのだが、テレビ局から渡された封筒の中身を見てちょっと困惑しているようだった。それは昔ながらのビデオテープでもないし、DVDのようなディスクでもなかった。

　モオルダアは封筒の中身を取り出した。それは名刺よりも小さめのカードのようだったが、これはどこに入れたら再生できるのだろうか？と思った。部屋を見渡しながら、そのカードが入りそうなところを探していたモオルダアだったが、どうもそれらしい機械は見当たらない。見かねたスケアリーがモオルダアのところに行き、カードを取り上げるようにして受け取ると、黙ったままパソコンのところへ行って、読み取り装置へそれを差し込んだ。簡単に言うとそれはフラッシュメモリの一種だったのだが、デジカメに使っているようなSDカードと比べたら一般的ではない種類だったので、モオルダアはそれが何だか解らなかったようだ。

　スケアリーは色々とモオルダアに言いたいこともあったが、それも面倒なのでなるべく話をそらさないようにした。

「それで、これを見たらその人が写っているって事ですわね」

「ああ、まあそうだよ」

モオルダアは自分がメモリカードの扱い方を知らなかったのがバレているのかバレていないのか、という事も気になっていたのだが、とりあえずスケアリーは何も言ってこないので、いつものように気取った様子に戻ろうとしていた。

「テレビ局の人が言うには８分20秒辺りからって事だけど」

そう言うとモオルダアはパソコンに表示されたプレーヤを操作し始めた。このプレーヤなら使い方を知っているのでここからは問題はなさそうだ。

　モオルダアがプレーヤを操作して問題のシーンを再生した。少し遠くからの映像だったが人の顔まで認識出来る鮮明な画像だった。そして、先程の事件現場だったファミレスで彼らに状況を説明した刑事の姿を見つけた。刑事は男から話を聞いているようだったが、さっきのファミレスでやった「本人による再現」のような緊張感はない様子だった。過去の事を少し大げさに語りたがる人もいるが、この刑事もそういう中の一人なのだろう。

　とにかく、ファミレスでの刑事の話が正しいのなら、この後に彼の目の前にいる男が消えてしまうはずである。モオルダアとスケアリーは画面を注意深く見ていた。そして、しばらくするとカメラの前を誰かが通り過ぎたようで、視界が遮られれ一瞬画面が暗くなった。このタイミングの良さは誰かが計算していたことなのだろうか？それともタダの偶然なのか？

「ちょいとなんなんですの?!」

スケアリーはこの邪魔者に対して少しいらだってしまったようだった。ここでそんなことを言っても仕方がないのだが、集中していたあまりに思わず声が出てしまったようだ。どちらにしても、そこで不可解な事が起きたのはすぐに解った。

　人が通り過ぎて再び刑事と男が映されたのだが、刑事の前にいた男はいなくなっていたのである。

「あら、消えちゃった？どこ行った？」

思っていた以上に一瞬の出来事だったので、モオルダアもワケの解らない反応をしていた。

　タダ驚いているだけでは意味がないので、モオルダアは映像を少し戻してもう一度問題のシーンを見ることにした。もう一度見ても確かに男は消えている。しかし、二度目なら別に気づく事もある。

「ちょっと見た?!」

「み、見ましたわよ、でも…」

「これは消えているというか…。男のいた場所に別の人が立っている。同じ服を着て」

男は消えたのではなく、別の人間に入れ替わったようだった。少なくとも映像を見る限りではそう見えるのだ。

「別の刑事って事もあり得ますわよ」

有り得ないことが起きたのでスケアリーはあり得そうな説明を探そうとしていた。モオルダアはそれに関して有り得ないような理屈で反論をする代わりに別のことが気になりだしていた。やはり全てが関連している。そう思えてきて仕方がなかった。

「キミはこれをもう少し詳しく調べていてくれないか？」

そう言うとモオルダアは立ち上がってどこかへ行くようだった。

「ちょいと、どこへ行くんですの？」

「もしも知ったらキミはボクを行かせてくれないだろ？」

スケアリーは「何なんですの?!」と思った。

「あなた、昨日からほとんど寝てないんですのよ。大丈夫なんですの？」

「何か解ったら連絡してくれ」

そう言ってモオルダアは部屋の扉を閉めるとちょっとニヤッとしそうになっていた。立ち上がってからの台詞は優秀な捜査官としてかなりイカした台詞だった。久々に決まったな。モオルダアはそんなところに満足しながらどこかへ向かった。

　部屋に残ったスケアリーはまた「何なんですの?!」と思ってため息をついていた。ビデオを何度見てもこれ以上解りそうな事は何もなさそうだった。

		
			07  厚生労働省関連機関の建物
		

		　ここは国の機関のビル。そして、ここでは国の仕事が行われているのだが、国の仕事といってもそれが政治に関することとは限らない。ここで行われているのはお金の計算とかそういうこと。しかもそれは予算とかそういう大きな事柄のお金ではなくて、国民の保険に関する細かいお金の計算であった。そういう仕事は黙って黙々とやるに限る。張り切ったり元気にやろうとすると気が滅入るのだ。ここでは朝から晩まで、そしてこの先も毎日毎日ずっと細かいお金の計算をしないといけないのだから。

　この少し広すぎると思われる室内に整然と机が並べられて、そこで各人が黙々と仕事をこなしていた。広くて隣の職員が遠くて雑談も出来ない。しかし、それも黙々と作業をするには適した環境を作り出していた。実を言うと以前はもう少し狭い室内だったのだが、パソコン（特にディスプレイ）など機械類の小型化によってこのフロアはミョーに広くなってしまったようだ。

　とにかくここにある全ての机には職員が座っていて、それぞれが仕事をしていたのだ。すると、そこへおかしな集団が現れた。スーツに身を包んだ彼らは、一見すると自然に見えないこともなかったが、この場所では違和感がある。ほぼ全ての机には職員が座っているので、彼らはここの職員ではなさそうだ。始めは数人という感じだったが、次から次へと入って来て、10人以上がこの部屋にいるようだった。そして、最後に入って来たのはウィスキーのビンを手に持った男だった。黙々と仕事をする職員たちはそれに気づいていないか、あるいは気づいているのに気にしないようにしているのか解らないが、黙って仕事を続けていた。怪しいスーツの一団も彼らには関心がないようで黙って部屋の奥の方へと入って来た。

　そんな中でこの様子に危機感を抱いている者がいた。仕事をしているフリをしながら入って来た男たちを確認していたその男はまさしく、ファミレスから姿を消したあの「奇跡の男」に違いなかった。そして、あの男はそのスーツの男たちの中にウィスキーのビンをラッパ飲みする男の姿を見つけて少しマズいと思ったようだった。

　それよりも奇跡の男がなぜここにいるのか。ここにいるということは職員には違いないのだが、あの事件とかどうなっているのか？とかそういう事も気になってくるのだが、そうこうしている間にスーツの男たちが男の方へと迫って来てしまった。

　あの男はなるべく自然な様子でさりげなく立ち上がった。大抵の場合、誰がやってもそうなのだが、自然な感じを出そうとすると不自然になる。とにかく男は立ち上がって部屋の奥にある扉から別の部屋へ行って、そこから逃げようと思っていたらしい。

　扉まではなんとかして辿り着く事ができた。彼の姿を見つけて追ってくる者もいない。あの男は少しホッとして扉を開けたが、その向こうには別のスーツ男が数人待っていた。あの男はどうすることも出来ないままスーツ男たちに両腕を抱えられて、静かに外へ連れ出されてしまった。

　ウィスキー男はその様子を部屋の反対側の壁際で確認すると、無表情で一口飲んでから部屋を出て行った。他の職員たちは何が起きたのか気づいていないか、気づかないようにしているようにも見えた。



　その後あの男は都内のとある刑務所へと移送されてきた。その見た目からは誰かに危害を加えるとは想像も出来ない人なのだが、男は拘束具で全身をがんじがらめにされて、ほとんど身動きできない状態で台車のようなものに乗せられて運ばれていた。そして、凶悪犯の中でもさらに凶悪な囚人が閉じ込められるような分厚い扉のついた独房に入れられると、その扉が閉じられた。重たい音が刑務所の廊下に響き渡った。

		
			08  古野方区・旧モルダア家
		

		　モオルダアは電車やバスを乗り継いで、やっとのことで古野方区に辿り着いた。ここに来るのは何年ぶりだろうか？いや、何十年ぶりというほうが良いだろうか？そう思ったモオルダアだったが、人間の寿命を考えると「何十年ぶり」という表現は多少大げさかも知れないと思った。ただ、最後にここに来たのは10年以上前に違いない。そして、それは彼の母親にとっても同じだっただろう。しかし、なぜモオルダアの母親はここへやって来たのだろうか？

　古野方区にあるモオルダア一家の家は、彼の実家の改築工事の間に彼らの仮住まいとして借りた家だった。都心に近いのだが交通の便が極端に悪く、この場所は一般にはほとんど知られていないばかりか、時には地図にも古野方区の名前は掲載されていないほどである。それ故にこの家の賃貸料は驚くべき安さでもあった。そして、なぜかいまだにモオルダアの父親名義でこの家は彼らが借りている事になっているようだ。何かの手違いによってそうなっているのか、あるいは別の理由か。彼の父に会えるのなら理由を聞きたいところだが、降板して話に登場できない父親に話を聞くことは出来ない。

　モオルダアの母親はこの家をまだ自分たちが借りていることを知っていて、鍵を持ってやって来たのだろう。そして、そのまま病院へ運ばれたためにモオルダアがやって来てもドアは開けっ放しになっていた。

　モオルダアは家の中に入ると何とも言えない懐かしさを感じていた。家の改築をするほんの僅かの間にすんでいた場所だが、まだ若かったモオルダアには短い間であってもいつもと違う場所で生活するという事は、それなりに刺激があったのである。

　そして、この家はボロかったのだが、都内にある彼の実家よりも広くて外に見える景色も新鮮だった。家のすぐ裏に広い河川敷のある大きめの川が流れていたので、部屋の中から見ると、窓の外には視界を遮る物が無く、そこに無限の空間が広がっているようにも思えたのだった。両脇に隣の家があって、裏には裏のお婆ちゃんの家があったりする都会の住宅街ではあまり経験できないことである。

　そんなことを懐かしんでいる場合ではないのだが、家の中に入っても特に何をして良いのか解らずにモオルダアは庭の方に出てみた。誰も手入れをしない庭には雑草が生い茂っていたが、その向こうに見える川の方は昔のままのようだった。

　モオルダアは川の方を見ながら懐かしい気分と共に重苦しいものが胸を押しつけてくるような気分になっていた。母は一体ここに何をしにきたのか？なにが原因で倒れるほど酒を飲んだりしたのか？それは、自分や自分の家族となにか関係があることなのだろうか？そう考えているとまだ夕方というには早すぎる時間にもかかわらず、川面は暗く雲って見えるようだった。そして、そうやって気分が落ち込んでいる時に驚かされると、モオルダアのヘンな悲鳴はさらにヘンになる。彼の背後で突然声がして、モオルダアは「ハビョッ！」という感じの悲鳴を上げて振り返った。

「彼はここにいたぞ」

その声を聞いて、驚きすぎて息が荒くなっているモオルダアが声のした方を見ると、そこには謎の男がいた。「謎の男」というのはなんなのか？というと、これまで何度も登場してモオルダアに秘密の情報を提供してくれたりした謎の男のことである。登場人物紹介コーナーでは「ミスター・ペケ」と紹介されているはずである。

　ミスター・ペケは予想以上にモオルダアが驚いていたので、少し申し訳なさそうな表情をしていたようだったが、感情はあまり表に出してはいけない役どころなので、すぐにいつもの無表情に戻ってモオルダアに近づいて来た。

「な、なにが?!」

モオルダアはなんとかして息を整えようとしていた。しかし、優秀な捜査官っぽい対応とか、そういうことは一切忘れているようでもある。

「キミのお母さんとだよ。…ウィスキー男がね」

「なんの話か…。何言ってるの？」

モオルダアはいまだに優秀な捜査官っぽい対応がで出来ずにいるようだった。ただ、ウィスキー男と聞くとなにか嫌なことを思い出す感じがした。ミスター・ペケもこういう感じのモオルダアを見ているとたまに不安になるのだが、彼の「なぜか上手くいってしまう天才的な才能」は認めないわけにはいかないので、そのまま話を続けることにした。

「この情報で捜査が捗ると思うんだがね」

ミスター・ペケはそう言いながらトレンチコートのポケットから何かを取り出した。トレンチコートというのは時々流行ったりするものだが、彼の着ているような古風なものはあまり見かけない。それに無表情で、見方によってはいつでも怒っているような彼が着ていると、そのトレンチコートがミスター・ペケに近寄りがたい雰囲気を与えているようだった。

　そういう様子をみて、モオルダアは少しだけいつもの緊張感に戻ることが出来たようだった。格好良い人と一緒にいると自分も格好良くなった気分になるし、こういう厳格な感じの人といると自分もそういう人間になったような錯覚を起こすものである。モオルダアはちょっと深刻な表情になってからミスター・ペケの差し出したものを受け取った。それは数枚の写真だった。

　その写真に写っているのはモオルダアの母親とウィスキー男の姿だった。そして、その写真の場所は彼が今立っているこの場所に違いなかった。彼の母親はやはりここにやって来て、そしてなぜかそこにウィスキー男もいたという事だ。

「これって、あなたが撮ったんですか？」

モオルダアは驚きと共に言いしれぬ感情がわき上がってくるのを感じていた。このウィスキー男が一体ここで何をしていたのだろうか。

「誰が撮ったか、それは問題ではないだろう？問題はそこに写っていることじゃないかね？」

ミスター・ペケはモオルダアがどんな状況であっても冷静にことを進める。

「どうやら驚いているようだね。キミは彼らが知り合いだと知っていたかね？」

モオルダアは写真を見ながら首を振ってノーを示していた。

「あるいは、彼らをここに呼び寄せた何かを知っているか？」

そう言われてもモオルダアには何のことだか解らなかった。しかし、ミスター・ペケが何でそんなことを聞くのか？と疑問に思った。いつでもウッカリとミスター・ペケのことを信用してしまいそうになるモオルダアだったが、時には重要な証拠品を奪うこともあったし、気を許すことはできない相手だということをやっと思い出したようだった。

「知りませんよ」

モオルダアは写真から目を話してミスター・ペケの方を見ると少しきつい感じで返事をした。それから、また新たな写真に目を向けた。そこにはウィスキー男からペットボトルを受け取る母親の姿が写っていた。

「ヤツが母さんに酒を飲ませたの？」

「それは解らんな。私には烏龍茶のペットボトルに見えたよ。だが彼が立ち去って、お母さんがそれを飲むとその場に倒れたんだ。私がいて通報しなかったらお母さんは手遅れだったかも知れないぞ」

モオルダアはそれを聞いて少しゾッとしていた。一体自分の母親が何を知っていて、ここで何をしていたのだろうか？国の機関で働いていた彼の父親ならそういうことをしてもおかしくないのだが、モオルダアの知っている母親は、家に帰るといつでもテレビの前に座って午後のドラマの再放送を見ている人でしかなかったのだ。その母親が一体何をしていたのだろうか？

「彼らは何を話していたんですか？」

「さあな。話が聞こえるほど近づけないのは解るだろう？」

「でも、なにかアテがあったから、あなたもここにいたんじゃないですか？」

モオルダアは我ながら上手いことを言ったと思っていた。時々こういうことが無意識に口に出てくるのがモオルダアの恐ろしい才能でもあった。

「彼はお母さんから何かを欲しがっていたようだったが」

ミスター・ペケはそれでも冷静に話していた。

「お母さんがこの家に隠しているものだと思うがね。他に彼らがこの家で会う理由をキミは知っているかも知れんが？」

モオルダアの適当な思いつきによる天才的発言にミスター・ペケは頭脳をフル回転して答えないといけない。ただ、モオルダアも自分で意識して天才的な発言をするワケではないので、そういう質問には普通に答えてしまう。

「うーん…。この家をまだ借りてることも知らなかったし。改築工事が終わってからは誰もここに来てないと思うんだけどなあ…。だいたい、ここって来るのが大変だし。母は遠出があまり好きじゃないんですよね」

あまりにも普通すぎる答えにミスター・ペケとしても何か裏があるのでは？とも思ってしまいそうだった。

「それは、とても古い物のはずなんだ。そして、とても重要な物に違いないんだが」

「全然わかんないですね」

「全然？」

ミスター・ペケは鋭い眼差しをモオルダアに向けて聞いた。

「全然です」

モオルダアはその表情をみて、いつもは夜会ってるから気づかないけど、この人は明るい場所で見ると思ってた以上に恐い顔をしているんだな、と密かに思っていた。そして「恐い人に怒られる前に逃げる」という子供時代からの習性によりモオルダアは黙ってその場を離れて家の中に戻っていった。

		
			09  FBLビルディング
		

		　全くなんなんですの!?とスケアリーは思っていた。あれから何度もテレビ局から入手した映像を確認していたのだが、何度見たって何も解らない。おじさんが立っていた場所に、次の瞬間に別のおじさんが立っていた。だからなんだって言うんですの？としか思えない。そんなことは有り得ないことなのだし。解った事と言えば、最初のおじさんは「おじさま」という呼び方が似合いそうで、次のおじさんは「オッサン」という感じがした。そのくらいだった。せめて入れ替わる瞬間が映っていればそこにどんなトリックがあるのか解るのだが、カメラの前を横切った何者かの影のせいで入れ替わる瞬間が写っていない。まあいってみれば、その人影がトリックでもあるのだが。スケアリーはそこに腹が立っていた。

　腹が立つとお腹も減る。スケアリーは映像の解析は投げ出して外のコンビニへ行くために一階までやって来た。出口に向かって歩く間に、今日はエリーゼなのか？ルフィールなのか？ということを考えていたのだが「あら、なんですの…！」と思って立ち止まった。彼女の目の前に「おじさま」が現れたのだ。さっきから映像で何度も見た「おじさま」である。彼はビル内に入るためにセキュリティーチェックを受ける順番を待っているところだった。

「あの、失礼ですが、あなたはジエイレマイ・ヤスミツ様じゃございませんか？」

スケアリーが少し戸惑いつつも訪ねると、おじさまは静かに振り返った。

「いかにも。私はジエイレマイです。テレビを見ていたらおかしな事になっているようなので、こうしてやって来たのです。まさかテレビで私の写真が写されるなんて。あれは間違いですよ」

ペケファイル課の部屋で何度も見た「テレビの画面から消えた男」が目の前にいる。スケアリーは幽霊か何かを見ているようなヘンな気分でもあった。それに、スケアリーは知る由もないのだが、彼はスーツ男たちに捕まって独房に閉じ込められたはずではなかったか？いずれにしても、スケアリーはどうしてこんな展開になるのかしら？と思ったのだが。それに間違いとはどういうことかしら？とも。とにかくここで彼から話が聞けるのなら少しは話が進展するに違いない。

「あの、こちらへ来ていただけますか？」

スケアリーはジエイレマイを連れてビルの中へと戻っていった。



　スケアリーがジエイレマイが来たことを報告すると、彼女の上官であるスキヤナー副長官とその他数名が待つ部屋で彼から話を聞くことになった。スケアリーはスキヤナーと一緒にいるこの人たちは誰なのかしら？とも思ったのだが、恐らく副長官と同じクラスかそれ以上の役職の人間であろう。ちゃんとした人ならいないよりいた方がマシなので、その辺は気にしなくても良い。

　ジエイレマイは部屋に入ると落ち着いた様子で椅子に座った。ここにいる人達はジエイレマイがあの現場にいたのか、そして例の奇跡を本当に行ったのか、ということが聞きたいに違いなかったが、いきなりそんなことを聞いても恐らく話してはくれないだろう。それに、彼はテレビのニュースでやっていることが間違いだとも言っていた。まずはそれがどういうことなのか、とかその辺から話を聞くことになったようだ。

「ええ、確かに私はその現場にいて。…そうです、私は男に銃を下ろすように言ったんです。なんて言うか、それは夢を見ているような感覚で。自分が自分でないような…」

スケアリーはこれから何かおかしな話が始まるのではないか、と嫌な気分になりそうだったが、あの場所で起こったとされることが本当なのかどうかも確かめる必要もあった。

「報告によりますと、その後に超常的とでもいいましょうか。不思議なことが起きたと聞いたのですけれど」

「ええ、そのようですね。テレビではそう言っていましたけど…」

この後にジエイレマイが何を言うのかと一同が耳をそばだてた。しかし、ジエイレマイは多少期待を裏切ることになってしまった。

「正直なところ、私は何も覚えていないんですよ。全く」

覚えてないのにニュースが嘘だというのもちょっとおかしくないか？と思うのはみんな一緒だったようだ。

「あなたはウソの住所を警察に教えて、聞き取りの最中に姿を消しましたね」

部屋にいた一人がしびれを切らせたように口を開いた。人が忽然と消えるなんてことは有り得ないと思っているので、こんな風にやって来て曖昧な説明しか聞けないとなると、少し苛立っても来るのだろう。

「スイマセンが、覚えてないんです」

「なにか覚えてることはありませんか？」

今度はスキヤナーが聞いた。どうでも良いが「こっちの方が良い質問ですわ」とスケアリーは思った。ジエイレマイはちょっと記憶をたどるようなそぶりを見せてから話し始めた。

「覚えているのは、翌日になって仕事場にいるところからですかね。その前までは何も覚えていないんです」

「社会保険に関するお仕事ですよね」

ジエイレマイは頷いてからちょっと考えていた。そして、今度は彼がFBLの人達に聞いた。

「あの、これって私が何か悪いことをした、ってことになるのですか？」

「いいえ、あなたは何の疑いもかけられていませんわ」

「じゃあ、これで帰っても良いですか？」

それで問題は無かったがスケアリーは自分が言うことではないと思ってスキヤナーの方を窺った。そしてスキヤナーが答えた。

「ええ、けっこうですよ。ただし、この件が解決するまで遠出をする時には我々に連絡するようにしてください」

ジエイレマイはそれを聞くと頷いてから静かに立ち上がると部屋を出て行った。その姿を見送りながらスケアリーは「わざわざ沢山の捜査官を集めて話を聞いても、下手な質問で何も解りませんでしたわ。これってもしかしてあたくし一人で話を聞いた方が良かったんじゃないかしら？」と思っていた。そこへスキヤナーがこの件に関して意見を求めようとスケアリーを声をかけたので彼女はちょっと焦りながらも冷静に振り返った。そして、首をゆっくり横に振って「何も言うことはありませんわ」という感じで上手いこと誤魔化した。

		
			10  古野方区・旧モオルダア邸（借家）
		

		　日が暮れたあと、モオルダアは再びあの家に戻ってきた。わざわざ時間を空けたのは、さっきはまだ外にミスター・ペケがいたこともあったし、彼はモオルダアの母親が何かを隠し持っていると睨んでいるようだったので、彼がいなくなるのを待つ必要があったのだ。都会のすぐ近くにあるはずなのに、交通の便が悪すぎるこの周辺には暇を潰す場所もほとんどなくて、色あせた感じの中華料理屋を出た後はずっと川を眺めて小石を川に投げ続けていたモオルダアであった。

　ようやくのことで日が暮れると、家に戻ってきたモオルダアはそこに誰もいないことを確認した。そしてミスター・ペケのような人間が同じ場所に何時間もとどまるようなことはしないと気づいて、無駄なことをしたような気もした。ここはモオルダアの母とウィスキー男が密会をしていた場所で、それをカメラで隠し撮りしたミスター・ペケがここに長居することは危険なはずである。

　それでも、日が暮れていた方がこういう場所で捜し物をするのには雰囲気が出て良いともモオルダアは思っていた。彼は普段あまり使う事のない小さめの懐中電灯をポケットから取り出して床を照らしながら家の中へと進んでいった。

　この家に何かを隠すといっても、それはそれほど大きいものではないに違いない。二階建てで部屋は台所や風呂トイレも含めて10部屋ほどあるが、特別広い家ではない。何かがあればすぐに見つかるような気もしたのだが、モオルダアは部屋に入ってすぐのところにあったタンスを開けて「あれ？」と思った。全ての荷物は引っ越しの時に実家に持ち帰ったと思っていたのだが、タンスの中にはまだ衣類などが残されていた。「この家はまた使うつもりだったのだろうか？」とモオルダアは考えた。そして、その後に「あるいは隠された何かのために、またすぐに使うような感じにしてあるのかも知れない」とも考えた。さらにその後に「家賃は誰が払ってるんだ？」とも思った。でも少なくと自分の口座から引かれているワケではないので、それはどうでも良かった。

　そして、もしかすると…と思って部屋の電気のスイッチを入れてみたら、部屋の明かりがついた。電気代も払っているようである。これはますます何かがありそうだと思ったモオルダアは懐中電灯をしまうと、部屋にある押し入れやタンスを手当たり次第に調べ始めた。

　しばらくしそうしていたのだが、出てくるのは両親の使っていた衣類や小物ばかりだった。ここで自分の遊んでいたオモチャとか出てくると懐かしかったりするのだが、この家に戻ってくるはずは無いと思っていたモオルダアがオモチャを置いていくはずがない。

　何も見つからないので、考えがおかしな方へ進んでいたのに気づいて、モオルダアは一度手を休めた。そして近くにあったソファに座り込んだ。考えても見れば、そんな重要な物を隠しているのなら、タンスや押し入れに入れたりはしないはずである。しかし、一体どこに隠したのか。この空き家には物がありすぎて、そういうものを探すのが困難だと気づいて、モオルダアはちょっと面倒に思えてきた。

　「いったい何だというのだ？」とモオルダアにしては珍しくウンザリした気分になっていた。闇組織が絡んでいそうな謎の事件が目の前で起き、これはモオルダアにとっては盛り上がらないわけにはいかない捜査なのだが。しかし、この家のことや、病院に横たわっていた母親のことを考えると、そこには何か触れてはいけない事柄があるのではないか、と考えてしまうのだ。

　モオルダアは上着のポケットに手を入れると、そこから病院で母親の書いたメモを取り出した。それを見ると「ひら」と書かれていたが、それが何を意味しているのかは解らない。ひら。逆から読んだら「らひ」…。やっぱり意味が無い。「ひら」の後に文字を足してみると？「ひらい」…。モオルダアの頭には濃いめの顔をした男性シンガーが思い浮かんだが、すぐにそれは頭から消し去った。だいたい人の名前は今は関係ないはずだ。ただ、母親が朦朧としている意識の中で最後までメモを書ききれなかったとすると、このやり方は正しいような気がした。

　モオルダアは今度は「ひら」のあとに「き」を付けてみた。「ひらき」とは開き戸のことのように思える。しかし、さっきから家中の収納は全て確認して、開けられる開き戸は全て開けたはずだ。他に何か無いだろうか？

　もしも「ひら」の後に何かの文字が来るとして、メモ用紙と文字の大きさから考えると恐らく書きたかったのは三文字から四文字に違いない。そして、この家と関係のありそうなものは。と、考えてもこういう時に限って言葉があまり出てこない。モオルダアは立ち上がって本棚の方へ向かった。そこに国語辞典があったのを思い出したのだ。モオルダアはとりあえず「ひら」から始まる言葉を見ていった。そこから何かヒントが得られるに違いない。

　しかし、国語辞典を見ても「ひら」から始まる言葉はあまりないようだった。さらにこの家に関係のありそうなものというと、さらに少ない。「平屋」というのが最後に「それらしいかな」と思った単語で、すぐに「ひら」から始まる言葉は尽きてしまった。

　平屋と言っても、この家は二階建てである。また振り出しに戻るのか、と思ってため息をついたモオルダアがなんとなく目の前の壁を見上げると、そこには額に入れられた写真があった。誰かの飼っていた犬を写した写真だったが、その犬の後ろには平屋建ての家が写っている。モオルダアは「まさか」とは思ったのだが、今の状況では思いついたら何でも確かめてみないと物事が前に進まない。

　モオルダアは額を壁から外して裏を確認してみた。特に異常はないようだったが、念のために裏側の板を外した。すると、写真の裏側に古い五千円札が入っていた。「…これはヘソクリだろうか？」モオルダアはこの古風すぎるヘソクリの隠し方に驚きつつも、何かの手応えを感じずにはいられなかった。モオルダアの母親は額縁の裏に色々と秘密を隠すクセがあるに違いない。

　モオルダアはとりあえず五千円札を自分のポケットに入れてから他の額縁を探した。特に人の気を惹くようなスゴい絵とかが飾られていない限り、以外と額縁の存在には気づかない物だが、この家にもいくつかの額縁が飾られていたようだ。いくつあったとしても「平屋」というヒントを元にして探すと、調べるべき額縁は一つしかないようだった。それは廊下の途中の誰にも気づかれないような場所に飾ってあった。モオルダアはこれに違いないと思い、それを取り外して、また中身を確認した。すると、中には半分に折られた紙が入っていた。

　今度はヘソクリじゃなかった！モオルダアはそう思いながら、その紙を開いた。するとそこには「ダルマ」と書かれていた。今度はダルマという謎なのか？モオルダアは頭を抱えて考え込む準備を始めたのだが、すぐに何かを閃いたようだ。モオルダアの母親は何も考えていないようで、実は物の隠し方を心得ているようだ。

　ダルマというのは（特に望みを叶えてくれなかったダルマというのは）どこにあっても気づかれない存在になってしまうのである。期待どおりに働けずタンスの上とかに置かれるダルマは全く存在感がなくなる。ついでに言うと、会話の中でなんとなく「あそこにダルマあったよね」と言うと、本当はなくても「ああ、あったかも知れない」という感じになる。

　モオルダアも、先程家の中を探し回っていた時にダルマを見たような気がしてきた。いや、確かにあった。それは玄関だったか、二階のタンスの上だったが、台所だったか。いや、さすがに台所には置かないかな。そう思ってとりあえずモオルダアは玄関からダルマ探しを始めることにした。玄関にはなかったので、二階に行き、その次に一階の部屋も調べた。確かにどこかで見たような気がするのに、どこにもない。モオルダアはさらに台所やトイレや風呂場まで調べたが何もなかった。

　おかしいと思って、さっきの額縁のある廊下にやって来た。廊下にやって来ると、さっきの場所に戻された額縁があり、そしてその突き当たりにはやはりダルマが置いてあった。…。

「アッ！」

恐るべきダルマの存在感である。すぐ近くにあったのに気づかないが、どこかにあるということは確かに解る。それはどうでもイイがモオルダアはこのダルマにすっかり感心しきった様子で近づいていった。高さが50センチ以上はある、それなりに大型のタイプだった。

　モオルダアがダルマを持ち上げた。どんなに大きくても中は空洞でミョーに軽いダルマ。モルダアは持ち上げたダルマを左右に動かしてみた。するとなかで何かがカタカタと音をたてた。何かが入っている。彼はさらにそのダルマを裏返しにすると、中でまた何かが動いて音をたてた。

　ダルマの裏側を見ると、誰かが一度穴を開けたようで、その場所が厚紙で塞がれていた。塞いだ後にダルマと同じ朱色に塗られているところを見ると、何かを隠そうとしたのに間違いない。モオルダアはポケットから滅多に使わないツールの一つである十徳ナイフを取り出すと、塞がれた穴を再び開いていった。そして、穴が開くとその穴を下にしてダルマを揺さぶってみた。すると、中から長さ20センチほどの棒状の何かが出てきた。

　「なんだこれ？」と思ってモオルダアがそれを拾い上げた。一瞬家具についている部品か何かに見えたのだが、良く見るとスイッチのような物がついている。それにわざわざ家具の部品をこんな所に隠す意味はない。これは何か重要な物に違いなかった。

　モオルダアはじっくりと観察してみたが、それが何なのかよく解らなかった。そして裏側などもよく観察しようと、手の中で回転させている時に、うっかり指がスイッチに触れてしまった。するとその瞬間に棒状の物体の先端からスッと尖ったものが飛び出してきて、それは千枚通しとかキリみたいな形状になった。

　モオルダアはチョービックリしていた。

		
			11  都内の刑務所
		

		　ここは職場からスーツの男たちに連行されたジエイレマイが収容されたはずの刑務所。本当ならここにジエイレマイがいるはずなのだが、先程はFBLビルディングに現れたりもした。彼には何が起きているのだろうか？最初に起きたことを考えてみると、彼は重傷者を魔法のように癒してしまった男でもある。彼は一体何者なのか。そして、まだこの刑務所にいるのだろうか？

　ウィスキー男はいつものようにビンから直接ウィスキーを飲みながらこの刑務所にやって来た。もちろん目的はジエイレマイに会うためである。彼が収容された独房に来ると、扉が重苦しい音をたてて開いた。そして、光の全く差し込まない独房内に外からの光が差し込んで中を照らし出した。そこにはやはりジエイレマイがいた。全身を拘束具で固定されて椅子に座った状態である。いくら奇跡を起こした男といえども、この状態から抜け出すのは不可能なのだろうか。

　ウィスキー男は独房の中に入るとジエイレマイの頭を固定しているベルトを外した。それを着けている間は頭を左右に向けることすら困難なほど厳重だったが、今はやっとまともに話が出来るような状態になった。ジエイレマイはウィスキー男の方をまっすぐ見つめていた。そして、ウィスキー男も彼を見ながらウィスキーを一口飲むと、彼の前の椅子にゆっくり腰掛けた。

「大変な事をしてくれたな」

ウィスキー男はジエイレマイを威圧するような目つきで話し始めた。

「キサマのしたことでどんな厄介なことが起きるか解っているのか？」

「私は自分のしたことに誇りを持っておるよ」

ジエイレマイはここでも落ち着いた口調で話していた。

「誇りだって？なんたる自惚れだ。その自己満足のために我々の偉大なる目的を台無しにするつもりか？」

ウィスキー男の口調には次第に怒りがこもってきているようだった。

「私はもう偉大なる目的なんてどうでもイイと思っているんですよ」

「どうやらキサマは死ぬ運命にあるようだな」

「あなたに私の運命は決められない。あなたにはそんな権利もないし理由もない。解っているはずですよ」

ウィスキー男は脅しに動じないジエイレマイに苛立ってきたようだった。そしてウィスキーをいつもより多めに飲み込むと怒鳴りたい感情を抑えつけるようにして話を続けた。

「キサマは自分のしたことの重大さが解っていないんだよ。ヤツらにどんな影響を与えたか解らないか？ヤツらに希望など与えて何になる？」

「あなたは彼らに何を与えるというのですか？」

「我々は幸福を与えている。そして、彼らは我々に権威を託す」

「その権威は彼らの自由を奪う見せかけだけの民主主義というものだな」

「人類に自由は必要ないんだよ。自由を手にするにはヤツらは弱く、腐敗して、価値もないし不安定だから。人々は権威を信じる。ヤツらはもう奇跡や啓示を待ってはいないんだよ」

持論を語るウィスキー男は少し盛り上がって来て、ウィスキーを飲もうか、話を続けようかという感じでウィスキーのビンを口に近づけたり離したりしながらさらに続けた。

「今や科学こそがヤツらの宗教なんだよ。大いなる真理みたいなものはヤツらには意味がない。計画が実行されれば解るだろう」

「だが、今や科学こそ危険じゃないですか？より複雑で、誰もが好き勝手に自分の科学を信じている。そこに聖典があるわけでもないし、あったとしても誰も読まない。それを科学と思えば科学的と盲信するんです。昔のように神秘や奇跡で人々を導くことの方が楽なはずですよ」

「残念ながら、今では奇跡も科学が起こすと誰もが信じているんだよ。そして我々も奇跡を起こす」

「その奇跡のために人類はどれだけの代償を払うのでしょうね？」

「代償など問題ではないよ。それは当然起こりうることだ。もう決まっているんだよ」

根本的に考え方の違う二人が話してもそれが交わる場所はないようだった。ジエイレマイは少しうなだれた。しかし、それはウィスキー男を説得することを諦めた仕草ではなかった。うなだれたジエイレマイが再びウィスキー男を見た時に、そこにいたのは別人だったのだ。あの事件現場でやったように、ジエイレマイは別の人間の顔になったのだ。

　その顔を見てウィスキー男は思わず息をのんでしまった。どんな時でも冷静に物事に対処できるはずのウィスキー男だったが、珍しく動揺が隠せない様子だった。ジエイレマイの顔が突然別の人間の物になったことも驚きだったのだが、それ以上に目の前に現れた顔が彼の良く知る顔だったことが彼を動揺させたようだった。

　そこに現れたのは、ウィスキー男達に暗殺されるのを恐れて降板した怒百目鬼（ドドメキ）さんだった。ウィスキー男たちが隠蔽している情報を少しずつ外部に漏らしていた彼の降板は、彼の暗殺に成功したのと同様の意味があった。しかし、降板してもう登場しないはずの人物が登場してしまったのだ。

「自分の利益のために彼らに代償を払わせるということかね？」

ウィスキー男の前に現れたドドメキさんが言った。驚きで入って来た時の勢いをなくしたウィスキー男に対して、ドドメキさんは逆に威圧的な話し方だった。

「キミの無茶な計画のために一体どれだけの人間が降板したら気が済むんだ？」

形勢が不利になったことを感じたウィスキー男は思わず立ち上がってしまった。それでも少しでも動揺を隠そうとしながらゆっくりと扉の方へ近づいて行き、扉を叩いて外にいる看守にここを開けるように指示を出した。そして、扉が開く前に振り返って言った。

「べ、別にそんな手品みたいなやり方にビックリしたワケじゃないからな。キサマには裁きが下るぞ」

「今度は誰に降板させられるんだ？どういう道具でだ？」

一度降板したドドメキさんに脅しは効かないようだった。

「キミを滅ぼす道具を持った者がキミを降板させるんだよ」

ウィスキー男は言い残して去っていった。そして、再び独房の扉が重たい音と共に閉じられた。

		
			12  FBLビルディング・13階
		

		　モオルダアは始発で古野方区から帰ってきたのだが、交通の便が悪すぎる場所からだったのでモオルダアがFBLビルディングにやってきたのは他の職員たちが出勤してきたよりもかなり後だった。普段から地下にあるペケファイル課の部屋で適当にやっているので、遅刻とかそういうことは全くどうでも良い立場のモオルダアでもあるのだが、急いでやって来たのにはそれなりの理由があった。

　モオルダアがエレベーターを13階で降りてスキヤナーの部屋へ入ると、まず彼の秘書の女性と目が合った。彼女は恐らくこの話の最初の方で彼に電話をかけて来た女性だろう。なぜかシーズンが進む度に豪華になっていくFBLなのだが、ここに秘書がいるのはいつ頃からだっただろうか？とモオルダアは思った。それはどうでも良いことだが、秘書はいきなりやって来たモオルダアを見て戸惑いながらも、スキヤナーのいる部屋に勝手に入れるのはマズいと思ったのか、立ち上がってモオルダアを制止するようなそぶりを見せた。しかし、急いでいるモオルダアはイチイチ説明しているのは面倒だと思ったので、自分はここに入っても大丈夫な人間だという感じでドアの方へ進むと、彼女に「電話はつながないように」と指示した。秘書はどういうことなのか解らないようだったが、すでにモオルダアはドアを開けてスキヤナーのいる部屋へ入ってしまっていた。

「アイツの名前が知りたい。アイツの全ての情報を知りたいんですよ」

急ぎすぎなモオルダアは部屋に入るなりこう言った。スキヤナーは何のことだか解らずにいきなり入って来たモオルダアを見てちょっと驚きながら「なんだ?!」と返事をした。

「ウィスキー男ですよ。アイツを燻りだして極悪人としてさらし者にすべきです」

「何を言っておるのだね？」

いきなりやって来てワケの解らない事をいうモオルダアに少し腹を立てたのか、スキヤナーは立ち上がったが、その時にスケアリーが間に入った。

「あなたどこにいたんですの？」

それよりも、なんでスケアリーがここにいるのか？ということでもあるが、捜査に関する報告のためにここにやって来て、ちょうどその時にこの部屋にブルボンのロアールが置いてあったのを見つけたので、紅茶を飲みながら食べていたところだった。食べかすなどはモオルダアが入って来た時にとっさに片付けられたのだが。

「ボクの昔住んでいた家だよ。古野方区の」

モオルダアは言いながらミスター・ペケにもらった写真をポケットから取り出してスキヤナーに渡した。

「アイツのせいで母親は病院に運ばれることになったんですよ」

写真にはモオルダアの母親とウィスキー男が口論している様子が写されている。それを見たらスキヤナーも、ちょっとただ事ではないな、と思ったようだ。

「これ、どこで手に入れたんだ？」

「いや、それはどうでも良いんじゃないですか。こいつの居場所を知ることが重要なんですよ。彼はなんて名前なんですか」

「私は彼の名前など知らないぞ」

「じゃあ、誰が知ってるって言うんですか？」

モオルダアは珍しく激しい口調になってきた。スケアリーは何でそんなに怒っているのかしら？と思ったが母親が倒れた原因がウィスキー男だというのなら仕方のないことだろう。そして、スキヤナーはモオルダアにつられて声を荒げ始めていた。

「いいか、こういうヤツらというのは名前など持たないんだよ」

「それなら、見つける方法ぐらいは教えてくださいよ！」

スキヤナーはちょっときつい口調で言ったらモオルダアがビビると思ったのだが、今回はそうでもなかったようだ。恐らくモオルダアは何かに気づいてしまっている。そういえば、スキヤナーの部屋にウィスキー男がいるのを何度もモオルダアに見られていたはずだ。スキヤナーは少し落ち着いた口調に戻って話し始めた。

「一時期の私ならキミに何かを教えられたかも知れないがな。それは昔のことで、今は彼と連絡を取ることは出来ないんだ」

そう言われるとモルダアもこれ以上追求できなくなる。

「アイツはファミレスのあの男のことを知っているに違いないんですよ」

男と言うのはジエイレマイのことだろうか？

「ちょいと、何を言っているんですの？」

「アイツは彼を殺そうとしているんだよ」

「モオルダア、ちょっと待ってくださいな。彼は昨日ここにやって来たんですのよ。それも自ら進んでですのよ」

「えっ?!」

どうやらおかしな事になってきたようで、モオルダアは拍子抜けな反応をしてしまった。

「それに供述書もありますし…」

「今どこにいるの？」

「あの方は厚労省関連の機関で社会保険に関する仕事をしているそうですけれど」

これは何かがおかしい。モオルダアは言いしれぬ不安が徐々に心の中に広がっていくのを感じていた。そして、次の瞬間には少女的第六感が彼に何かをささやくのだろう。何を？と言われても明確な言葉ではないのだが、それを聞いたらモオルダアはじっとしているワケにはいかなくなるような、そんなささやきなのだ。モオルダアは何も言わずにそのまま部屋を出て行ってしまった。

　スケアリーは「何なんですの?!」という表情でモオルダアを追いかけた。

		
			13  厚生労働省関連機関の建物
		

		　今日もここにいる職員たちは黙々と働いている。書類を見たりパソコンに何かを打ち込んだり、やることはそれぞれ違うが、誰もが黙々と働いている。本当にこんな状態で朝から夕方まで働いているのだろうか？そして、忙しい時期があるとしたら、その時は朝から夜までこんな状態なのだろうか？時にこういうことは信じがたい事もあるのだが、それが仕事だと思えば何の苦もなくこなせる人達がここに働いているのだろう。

　ここの職員たちがあまりにも黙々と働いているので余計なことを考えてしまったが、ここへやって来たモオルダアもFBLのオフィスやその他の自分の知っている会社のオフィスとは全く違う雰囲気に戸惑ってしまった。前日にスーツ男たちがやって来た時と同じように、モオルダアとスケアリーがフロアに入ってきても全員が脇目もふらずに仕事を続けていた。

「あの、ジエイレマイ・ヤスミツさん。います？」

部外者がやって来たというのに誰も自分の方を見ないのでモオルダアは不自然な感じで近くにいる数人に聞こえるような感じで聞いた。なぜかカタコトみたいになっているのはモオルダア自身も解っていたが、そんなことは気にしても仕方がない。

　モオルダアの声はちゃんと聞こえていたようで、一番近くにいた職員が黙々とやっていた作業を中断してモオルダアの方を見ると、ジエイレマイいるのデスクの方を指さした。モオルダアは礼を言おうと思ったのだが、すでにその職員はまた元の仕事をやり始めて黙々となっていた。

　モオルダアとスケアリーがジエイレマイの方へ向かうと、ジエイレマイは他の職員と違って早めに彼らの存在に気づいたようだった。彼は一度机に置いた書類に視線を戻すようにして目をそらすと、ちょっと気に入らないような表情をしていた。そうしているうちにモオルダアとスケアリーがジエイレマイの前までやってきた。

「私はFBLのモオルダア捜査官。話が聞きたいので一緒に来てくれませんか？」

モオルダアがFBLの身分証を見せながらモオルダアが言った。すると、ジエイレマイはいつもの素敵なおじさまの表情に戻ってモオルダア達の方を見た。

「どうしてですか？昨日全て話したはずですよ。確か、何かある場合は事前に連絡すると言っていたはずなのですが」

ジエイレマイが昨日話をしたスケアリーの方を見ると、彼女はちょっとすまなそうな感じで何も言わなかった。しかしモオルダアはどうしてもジエイレマイから話を聞きたいようだ。

「ここで黙々と仕事をしている人達にあなたが無理矢理連れて行かれるところは見られたくないでしょ？」

そう言いながらモオルダアはジエイレマイの肩に手をかけていた。拒否されたら本当に無理矢理連れて行くとでもいうような感じで。

「解りました。行きますよ」

ジエイレマイは嫌々ながらも承諾したようだ。それでも立ち上がる時にはうっすら笑顔さえ浮かべていた。この辺が素敵なおじさま的なところなのだろうか。

　ただし、この男はただ者ではないのだ。モオルダアもスケアリーもなんとなく解っているのだが、ここで逃げ出すなどとは思っていなかった。どうせ逃げたとしてもすぐに捕まるとも思ってたいのだ。しかし、それは普通の人間ならばという条件付だったのだが。

　ジエイレマイはモオルダアとスケアリーに両脇を挟まれた状態でエレベーターに乗り、建物の一階まで降りてきた。犯罪者と言うことでもないので、FBLの二人は特に彼の腕を掴んだりはしていなかった。それに、逃げるような理由もあまりないように思えたので、面倒だということ以外に彼がFBLまで行くのを拒むことはないと思っていたのだろう。だが実際には違っていた。

　そこは官庁街にある国の機関の建物とあって、一階の入り口付近には沢山の職員や来客であふれかえっている。外に出るにはその人々の間をぬって行かないといけないのだが、エレベーターから降りてちょっと進んだところでいきなりジエイレマイが人混みの中へ向かって走り出した。人にぶつかりながらも走ろうとするジエイレマイはすぐに数人を巻き込んで将棋倒しのように倒れたのだが、ジエイレマイの狙いはそこにあったようだった。

　慌てて後を追ってきたモオルダアは倒れたジエイレマイのスーツの背中のところを掴んで起こした。しかし、起き上がった人物はジエイレマイとは全く違う人だった。しかも、その男はモオルダアが荒っぽく背中を掴んでいたことに怒ったようで「何をするんだ!?」という表情でモオルダアを睨んだ。モオルダアは慌てて手を離さないといけなかった。それから、まだ倒れている数人の中からジエイレマイを探したのだが、なぜかジエイレマイの姿がない。走り出してすぐに人にぶつかって倒れたのは確かに見たのだが。モオルダアはジエイレマイの着ていたスーツと似た色のスーツの男を見つけてその人の顔も確認したのだが、彼も違う人物だった。

「どこに行ったんだ？」

「解りませんわよ。見失いましたわ」

スケアリーも何が起きているのか解らないような表情で辺りを見回してジエイレマイを探していた。人の顔が一瞬にして変わるなんてことは有り得ないから、そんなことが実際に起きたとしても、そこにいた者は人が一人消えたとしか思わないのだろう。そして、そういうことがあるかも知れない、ということを知っているモオルダアとスケアリーは顔ではなくて来ているスーツでジエイレマイを見つけるべきだったのだが、ここにいるような人達が来ているスーツはどれも同じにしか見えないのだった。

　せっかくここまでやって来たのだが、謎の男ジエイレマイ・ヤスミツは逃亡してしまった。

		
			14  都内の刑務所
		

		　モオルダア達が官庁街にある建物でジエイレマイを見失って慌てていた頃、この刑務所の独房にはまたウィスキー男が現れた。そして、例の独房には官庁街にあるビルにいたはずのジエイレマイが全身を拘束されて座っていた。どう考えてもジエイレマイが二人いるということなのだが、二人とも自由に顔を変えたりできるようで、今のジエイレマイの顔が本物なのかどうかもよく解らない。恐らくウィスキー男ぐらいなら、その辺のことは知っているのだろう。

　そして、ウィスキー男はまた独房にやってきてジエイレマイを説得しようと試みるようだった。何を説得するのかもよく解らないが、彼の言っていた「偉大なる目的」に関係しているのだろう。独房の扉が開くと、いつものようにウィスキーのビンを持ったウィスキー男がその中に入った。

「もう時間の問題だぞ」

ウィスキー男が言ったが、ジエイレマイはそれについては何とも思っていない様子だった。

「あなたは私をここに閉じ込めた。牢屋の中の牢屋という感じだな。どうしてこんなに私を恐れるのかな？」

「恐れてはいない」

「そうかな？あなたはいつも恐れている。恐れるのがあなたの生き方だ」

「キサマに私の何が解るというのかね？」

「全部知っているよ。あなたは私の行った奇跡が私の力だと思っているね」

「自分が神だとでも思っているのか。キサマは使い捨ての量産品の奴隷にすぎないんだぞ！」

ウィスキー男が強い口調になってもジエイレマイは静かに話し続けた。

「あなたが恐れているのは、人々が私を神だと思うことですね」

「そんなことは何とも思っていない。今時神を信じる人はいないんだよ」

「なぜ？」

ウィスキー男はここで一口飲んで多少の落ち着きを取り戻した。

「なぜって、神は人々に信仰されるに足る奇跡を起こさなくなったからな」

「あなたは人が奇跡を信じなくなった時に神を否定すると思っているのですね」

「もちろん」

「だが、あなたは神の名をかたって人々を支配している」

ウィスキー男は一本取られたかなと思ったが、これだけで調子を乱したりはしない。

「ヤツらは神を信じないかも知れんが、いまだに恐れてはいるんだよ。ヤツらがそうするのはヤツらの自由への恐れだ」

「それであなたが彼らを幸せにする」

「我々はヤツらの良心を満たせばいい。それが出来ればヤツらから自由を奪うことが出来る」

ウィスキー男は自信を持って言うとまた一口飲んだ。その一口でビンが空になって、彼はうつむいてそれを眺めたところだった。すると今までとは違う声がジエイレマイの方から聞こえて来た。

「もしそれが出来ないというのなら、キミは彼らを殺すんだろ。だが全員殺すなんて無理だぞ」

ウィスキー男はその声を聞きハッとしながら顔を上げるとさらに動揺した。今までジエイレマイがいた場所に降板したはずのモオルダアの父親がいたのだ。また何かのトリックに違いなかったが、ウィスキー男はこれをやられると無性に恐ろしい気分になるのだった。彼は慌ててウィスキーを飲もうと思ったのだが、すでに空になっている事を思い出して、上着のポケットに手を入れると非常用の小瓶を取り出してそれを一口飲むと、なんとか平静さを取り戻した。

「彼らの愛は殺すことは出来ない。それこそが彼らの存在の意義なのだからね。我々よりも、キミよりももっと意義のある存在のね」

モオルダアの父親の表情には、いきなり登場させられていきなり降板になった自分の役割に対する怒りが感じられるように思えたのだが、それは作者の気のせいだろう。モオルダアの父親はウィスキー男を睨み付けながら話していた。こうなるとウィスキー男もなかなか落ち着いているワケにはいかない。それでもうわべだけは何時もの冷静な態度を装ってはいた。

「何を言うか。私はキミらとは違うんだよ」

「違うね。キミはその一部になりたがっているんだよ。計画が始まった時に指導者でいたいんだろう？」

ここでモオルダアの父親の表情が不自然に歪んだように見えたが、次の瞬間にその顔は元のジエイレマイの顔に戻っていた。こうしてくれるとウィスキー男としては話しやすくなって助かるのだが。

「だが、あなたは間違っている」

元の顔に戻ったジエイレマイが言った。

「ほう。何がかな？」

ウィスキー男も元のように余裕の表情に戻っていた。

「間違っているんですよ。その頃にあなたは肝硬変が原因で体がボロボロになって死んでいます」

余裕を取り戻したのもつかの間だった。ウィスキー男はジエイレマイのこの一言で「ガーン…」となりビンを落とすところだった。ジエイレマイは重傷者を手のひらで癒したり、いろんな人の顔になったりスゴいことが出来る。そういう人に自分の未来を予言されるとこれほど恐ろしい事はない。

「ウソに決まってる」

「そう思うのですか？」

「キサマは生き延びたいだけだ」

「あなたはどうなんです？」

生きていたいに決まっているが、そんなことを言うわけはない。二人の会話はここで終わりになった。



　そのしばらく後、刑務所の外の通りに一人の男がやって来た。この男はどこかで見たような感じがするのだが、平凡なスーツに平凡な中年男性の顔のこの男のことを思い出すのは大変かも知れない。しかし、そんな人なのに「どこかで見たような感じ」がするのは逆に特殊な場合に違いなかったりもするのだ。彼はFBLの二人のもとからジエイレマイが逃げ出した騒ぎの時に、最初にモオルダアが首根っこを掴んだあの男だった。

　そして、その男がこの刑務所の前にいるということは、何か理由がないわけはない。そんなことを思っていると、平凡な中年男性の顔が不自然に動き出した。そして独房の中のジエイレマイがやっていたように不自然に歪んだ顔のパーツがまた元のようになると、そこにいた中年男性は別の人になっていた。

　無駄な脂肪の全くついていない引き締まった顔にギラギラした眼が光っている。そして、彼の首の太さからしても、脱いだらムキムキの肉体なのはよく解る。こんな男が用心棒なら心強いのだが、それ以外ではあまり近づきたくないような外見だ。

　その男は手に持っていた大きなペンのような物を握りしめた。するとその先から尖ったものがシュッと飛び出してきた。それはまさしく、モオルダアが古野方区の家で見つけた道具と同じ物だった。男は道具が正常に動くことを確認すると、また尖ったものを元に戻す操作をして、その道具を手の中に隠すと刑務所へと入っていった。

　この男はとある指令によってやって来た。そしてその指令とは「運命」によって最後を迎えることになるジエイレマイを亡き者にすることだった。解り易く言うと、ウィスキー男（あるいは彼に近い人物）からの指令でジエイレマイを暗殺しに来たのだ。ウィスキー男達がなぜこんな面倒な方法でジエイレマイを暗殺しないといけないのかというと、やはりジエイレマイは特別な存在であるので、まともな方法で殺害することが出来ないようなのだ。手のひらで瀕死の人間を蘇らせるジエイレマイなのだから、それもおかしなことではない。だが、この男はジエイレマイを暗殺するための道具を持っていた。それはモオルダアも持っている、あの尖ったものの飛び出す道具である。

　男は看守に連れられてあの独房までやって来た。恐らくこの辺にいる人間はウィスキー男達の息がかかっているので、この男も怪しまれることなく独房までやってこられたのだろう。ともかく、この男は独房の中で拘束されて動けないジエイレマイに、例の道具でとどめを刺して帰るはずだった。それは何でもない仕事だったに違いないが、そういうことでもないようだ。

　独房の扉が開くと、そこにいるはずのジエイレマイの姿がなかった。彼が座っていた、というよりも固定されていた拘束ベルトだらけの椅子が暗い独房の中に置かれていただけだった。この様子をみて、恐らくムキムキであるこの男はスーツの下で筋肉をプルプルさせていたに違いない。一応辺りを見回してみたりもしたのだが、もうすでにジエイレマイはどこかに逃げてしまったのだろう。彼の能力を持ってすればそれくらいは可能なのかも知れない。

		
			15  病院・川崎市
		

		　夜になって母親の移送された病院へやって来たモオルダアが病室に入ると、眠っている母の姿があった。すぐに担当の医者がやって来て、モオルダアに彼女の容態を説明した。

「いつ目が覚めるでしょうか？」

モオルダアが医者の話の後に聞いた。

「どうでしょうか。昼間はずっと寝てましたしね。体力も消耗しているでしょうから。それに、急性アルコール中毒といっても、時には命を落とす人もいますし。お母様の場合も通報が遅れていたらどうなるか解らなかったんですよ。今はずっと良くなりましたが。少し入院することになると思いますよ」

「そうですか…」

そういったモオルダアの頭に様々なことが思い浮かんできて、何も言うことが出来なくなってしまった。医者は彼の母親が調子に乗って飲み過ぎたために運ばれてきたとしか思っていなかったので、モオルダアが母親の行動に対して複雑な思いを抱いているのではないか？と思っていた。実際には違うのだが、複雑な思いということに関しては大体あっている。

「あの、なにかあれば呼んでください」

モオルダアに気を使ったのか、医者はそう言って部屋から出て行った。

　モオルダアはベッドの横の椅子に座って母親の顔を見つめていた。そして、同じように急性アルコール中毒で病院に運ばれた父親のことを思い出していた。父親と同じように、このまま母親も降板になるのだろうか？父親降板後、母は自由に楽しんでいたようだが、そろそろ淋しくなったりしていたのだろうか？そこへこんなことが起きたのなら、闇組織に付きまとわれて辛い思いをするよりも降板するのが得策だと気づくだろう。

　父がいなくなり、次は母親。そして、いるのかどうか解らない兄はどうなっているのか？そんなことを考えながら、モオルダアは自分が何も出来ないまま一人取り残されてしまったような気分になってきた。そして、悲しみとは少し違う何か。無力感なのか、怒りなのか。なぜかこみ上げてきた涙がモオルダアの頬をつたって床に落ちていった。



　モオルダアは帰って寝た方が良いのかも知れない。この事件の最初の方からあまり寝ていないモオルダアはそうとう疲れているはずである。体が弱っている時にはちょっとした精神的ダメージが大きなものに感じる時もあるのだ。しばらくしてから病室を出てきたモオルダアは弱り切った感じでドアをしめると、そのドアに背をもたせかけて虚ろな瞳で天井を眺めていた。見えているのは天井ではなくて、何でもない空間。彼の心に広がる不安と恐怖に満ちた空間のようにも思えた。

　そうしていると不意にパチッという音が聞こえてモオルダアは我に返った。音のした方を見ると、そこにはウィスキー男がいて、さっき買ってきたばかりのウィスキーのビンを持っていた。パチッという音はそのフタを回して開けた時の、あの円い部品がハズレる時の音だったに違いない。

　モオルダアは一瞬自分が何を見ているのか解らなかったが、次の瞬間にはいろんなことが頭の中を駆け巡って、さらには彼には珍しく頭に血が上った状態になったようだった。いろんなことに腹が立ってきたモオルダアは、なにも考えられない状態で怒りにまかせてウィスキー男の方へ走っていくと、彼の胸ぐらを掴んでそのまま彼を壁に押しつけたのだった。

「そんなに酒が飲みたいのか？えっ!?そんなに飲みたいのなら、ここでヒドい目にあったら降板して一日中好きなだけ飲んでいられるぞ！」

モオルダアはそう言いながらモデルガンを取り出してウィスキー男に突きつけた。ウィスキー男はそれが本物のように見えてもモデルガンであることを知っているのか、あるいはたとえ本物であってもモオルダアがここで自分を撃つようなことはしないと確信しているのか。彼はいたって落ち着いている様子だった。

「私を脅そうというのかね？」

そういいながらウィスキー男は持っていたビンからウィスキーを飲もうとしていた。その態度にさらに腹を立てたモオルダアはそのビンを手で払った。ウィスキー男は彼の両親と同じぐらいの年齢であるし、少しキレ気味のモオルダアには力では太刀打ちできない。ウィスキーのビンは彼の手を離れて床に落ちた。小瓶だったので、落ちてもその重みによる衝撃は少なくてビンが割れることはなかった。もしも割れたりしたら、その音で誰かがやって来てしまうかも知れなかったが、今のところこの廊下には彼ら以外には誰もいない。

　そこに気づいたモオルダアは危ないところだった、と思って少し声を潜めて話し出した。

「ここであんたを撃ったとしても、ヤツらはあんたを助けるんだろ？」

「やってみるが良い。やってみたまえ、モオルダア捜査官」

「あんたは弾丸を頭に食らわない限り、母さんみたいな酩酊状態にはならないんだろ？」

ここで母親のことを思い出してしまったモオルダアは、押さえようとしていた怒りが再びこみ上げてくるのを感じて、ウィスキー男の胸ぐらを掴んでいた腕をさらにグイッと押し込んだ。ウィスキー男は苦しくなって、首が絞まらないように壁を背にしたまま少し伸び上がった。

「お母さんはどんな様子かね？」

モオルダアが胸ぐらを押さえていた力を少し弱めるとウィスキー男が聞いた。モオルダアは少し驚いていた様子だった。

「なんであんたが気にするんだ？」

「私は、キミが生まれる前からキミのお母さんとは知り合いなんだよ。…オックス君」

オックスってだれか？と思うかも知れないが、モオルダアの下の名前である。英語風にいうとファーストネーム。ウィスキー男がわざわざこの名前を使うのは挑発のためなのか、それ以上の意味があるのか。キレ気味のモオルダアにはそこまで考える余裕があったかどうかは解らない。

「そんなのどうでも良いんだよ！」

「つい最近彼女に会ったんだがね」

「そうだな。あんたは何かを探してるんだろ？」

「私は何も探していない。何かを探してるのはキミのお母さんの方だよ。連絡を取ってきたのはキミのお母さんの方だからな」

「ウソだ…！」

ウィスキー男がワケの解らないことを言うのでモオルダアはまた混乱してきて、そしてそれが彼をまた怒らせることにもなった。モオルダアはさっきよりも力を込めてウィスキー男を壁に押しつけた。また息が詰まりそうになったウィスキー男は苦しそうに先を続ける。

「そんなこともないぞ。キミの兄さんに関する情報も私は提供できるかも知れないんだぞ…」

ここでウィスキー男はモオルダアの兄に関する話を持ち出してきた。この話、つまりthe Peke-Filesの最初の予定に反して始まった「本物の方」のパロディの一部でもある今回の話なのであるが、こうなることが予定されていなかったために、モオルダアに兄がいるという設定は途中から出来たものなのである。それ故に、モオルダアは自分に兄がいるというのが本当なのかどうかも解らず、これは彼を一番悩ませていることでもあった。

　そんな兄の情報といわれるとモオルダアは先を聞きたくなってしまう。しかし、ちょうどそこで廊下の向こうの扉が開く音が聞こえた。モオルダアは慌ててモデルガンを上着の下にかくして、そしてもう一方の手の力を抜いて、ウィスキー男が自然な体勢になるようにした。

「彼はどこにいるんだ？」

上着の下でモデルガンの銃口はまだウィスキー男の方を向いていた。

「どこにいるんだ？」

もう一度聞くモオルダアには背後で先ほど扉を開けた誰かが近づいて来る足音が聞こえていた。そこに入って来たのは比較的若い看護師の女性だった。そして、彼女の方向からこの二人を見ると、不自然な感じで近くに立っていて、しかも小声でなにかを言い合っている。「やだ、これって…。まさか、この二人って、愛し合ってるの?!」と看護師の女性は思ってしまった。そして、あとで「さっきスゴいの見ちゃった！」という感じの話をTwitterで投稿するに違いない。

　なぜか話がそれたが、モオルダアはそんなことに気づかずにまだ鋭い視線をウィスキー男に向けていた。

「ある人物が詳細を知っているはずなんだが。姿を消してしまったようなんだ」

それは自分の聞いたことの答えにはなっていないとモオルダアは思った。

「あんたは何か探してるんだろ？」

「私は何も探してなんていないよ、モオルダア捜査官。…キミのお母さんの様子を見に来ただけだからね」

ウィスキー男はこれ以上モオルダアと話していても何も得られないと思ったようで、急に話をはぐらかすような感じになった。モオルダアもこれまで感じていた手応えのような何かを急に感じられなくなって、力が抜けてしまった。それに、いつまでもこうしているとさっきの看護師に怪しまれるかも知れない。

　モオルダアは最後まで彼の上着を掴んだままだったのだが、ここで手を離した。そして、上着の下に隠し持っていたモデルガンもいつものホルスターにしまうと、ここを出て行くことにした。

　一方で解放されたウィスキー男は何事もなかったような顔をして廊下の先のカウンターのところにいるさっきの看護師のところへ行った。そこで白々しくモオルダアの母親のことを訪ねたりしていたのだが、そこにいた看護師は「やだ、ちょっと！ヤオイのおじさんコッチに来た！」とか思って内心盛り上がっていた。今日は沢山Twitterに書く事があって楽しそうな看護師であった。

		
			16  地下駐車場
		

		　モオルダアは「どうしてこんな場所を選んだのか？」と思いながら空気のよどんだ地下駐車場で誰かを待っていた。時間を確認するともうすぐやってくるに違いなかったが。地下駐車場に歩いてやってくるというのは何だかヘンな気分だった。モオルダアをここに呼んだ人物は彼が自分の車を持っていないことを知らないのだろうか？あるいは、この誰もいなくて、照明も必要最低限しかない暗い場所が彼と会うのにちょうど良かったというだけなのかも知れない。

　しばらくすると、少し離れたところに人の気配を感じた。モオルダアはその気配のした方へと歩いていった。しかし、ちょっと行きすぎたようで、モオルダアは背後から声をかけられて少しギョッとした感じで振り返った。そこにいたのは厳つく浅黒く感じられる表情のミスター・ペケだった。これまでも厳しい表情の人物だと思っていたが、この場所だとよりそれが強調される気がした。

　それはそうと、彼ならこのような場所を選ぶのも無理はないだろう。そして、何か重要な情報のやりとりがあるに違いない。モオルダアにそれをするだけの価値があるのか解らない気もするのだが、どういうワケだかモオルダアはいろんな偶然でそういう役割になってしまう。今回も彼の手に入れた物は彼らにとって重要な物に違いなかった。

「例の物は持っているのか？」

何時もの厳しい口調だったが、そろそろ慣れてきているモオルダアは後ろから声をかけられた驚きが収まると比較的落ち着いてミスター・ペケの目を見つめた。

「持っているのか？と聞いているんだ」

「持ってますよ」

「よこすんだ」

ミスター・ペケは何の情報も与えずにモオルダアの手に入れた物をよこせと言い出した。これにはモオルダアも納得できるわけはない。

　例の物とは、恐らくモオルダアが古野方区の家で見つけたあの尖った物が飛び出す物なのだが。前にもそんなことがあったが、ミスター・ペケがそういう感じで欲しがるということは、本当に重要な物だとモオルダアも気づき始めていた。

「それは出来ないよ」

モオルダアは拒否した。

「キミには価値のない物だと思うが」

「あなたにはあるんですか？」

こういう受け答えは映画かドラマの影響なのか。カッコつけたつもりで言ったが、なかなか効果のある返事だったかも知れない。

「その時がくれば。真実が明らかにされる時が来れば、それは必要不可欠なものになる」

「なぜ？」

もうちょっと知っていると思ったが、モオルダアの返事にミスター・ペケは軽くズコッとなりそうだった。

「知っていると思ったがね。モオルダア捜査官」

ミスター・ペケは何かを示唆するような目つきになっていた。それが意味する物は何なのか？とモオルダアが考えた時、遠くからタイヤをきしませる音が聞こえてきた。固い壁に覆われた広い空間の地下駐車場なので、音がいろんな場所に反響してどこから聞こえてくるのか解らない。その音が聞こえた時にミスター・ペケは慌てて辺りを見回した。彼がそのような態度になるのは見たことがなかったが、辺りを見回すその目は明らかに何かに驚き警戒している様子だった。彼がここにいるということは、かなり危険なことなのだろう。その目を見たモオルダアの少女的第六感がここで働き出したようだった。そして、適当な知識と記憶から彼の頭の中でいろんな考えがまとまってきていた。

「あれは武器だ。そうでしょ？背中の首の付け根のところに突き刺したり…。それが、彼らを殺す唯一の方法なんでしょ」

やはり知っていたのか、とミスター・ペケは思っていた。本当に知っていたのか、適当に思いついたことがアタリだったのかは解らないが。

「銃で撃ったところで効き目はないからな」

「なぜそれを欲しがるんですか？」

「モオルダア捜査官。ヤツらはそれのためにキミを殺すぞ。絶対に。それのためなら何でもする連中だ。もしそれによってキミが英雄化されてキミやキミの業績が崇拝されるような事になってもな」

ミスター・ペケの難しい言い回しはモオルダアには良く理解できなかったが、英雄になったら格好いいかも知れないと思っていた。ただその英雄化というのは彼の死が前提であることにまだ気づいていないようだったが。とにかくモオルダアは盛り上がって来ていた。そして妄想か事実か解らない事柄が頭の中でいっぱいになってきた。

「これははっきりさせたいんですけどね。それってもしかして入植計画のことじゃないですか？そして、いつ始まるかも決まっているんでしょ？」

今では一部のマニアですら信じなくなっている話だったが、ここでモオルダアがその話を出してきたのは驚きだった。だがミスター・ペケはこれ以上話すことは出来ない。

「武器を渡すんだ、モオルダア捜査官」

やっぱり武器だった。モオルダアはスゴい物を手に入れたと気づいたので、そんな物を渡すつもりはなくなった。

「ダメです」

そう言うとモオルダアはこの場を去ろうとした。古野方区の家での時もそうだったように、自然な感じで去っていけば呼び止められたりすることはないだろうと、モオルダアは思っていた。しかし実際にはそうでもなかったし、それ以上に驚くべき展開になってきた。

　ミスター・ペケの横を通って帰ろうとしたモオルダアだったが、そこでいきなりミスター・ペケが殴りかかってきたのだ。全く無防備な状態でまともにパンチを喰らったが、ミスター・ペケの狙いが少しはずれたようで、モオルダアは少しふらついただけですぐに元の体勢にもどった。驚いてミスター・ペケの方を見ると、さらにパンチがくりだされてきた。今度こそダメかと思われたが、モオルダアはそのほとんどを避けることが出来た。当たったパンチもたいしたダメージを与えることはなかったようだ。実は避けるのはけっこう得意なモオルダアだった。

　しかし、とっさのことで頭に血が上ってしまったモオルダアはよせばいいのに反撃に出た。ミスター・ペケのパンチを避けながら、自分もパンチで応戦した。それはミスター・ペケの頬を捕らえてはいたのだが、全く効いていないようだった。

　これでは勝てるわけがないと思ったモオルダアは夢中になって体当たりを試みた。そう来るとは思っていなかったミスター・ペケはモオルダアのタックルで壁に背をぶつけた。しかしその壁が支えになって彼にとっては逆に有利になった。ミスター・ペケの胸の辺りに肩を押しつけてしがみついているモオルダアだったが、その体勢のままミスター・ペケの膝蹴りをみぞおちに喰らった。これはかなり苦しい。

　たまらずミスター・ペケから離れて腹部を押さえたが、その時良い具合に上着の下に装備していたモデルガンが手にあたった。こうなったらこれを出すしかないと思ったモオルダアだったが、取り出すとすぐにミスター・ペケがモオルダアの腕をねじ上げた。そして、モオルダアが銃を落とすのを確認するとさら蹴りを入れた。

　モオルダアは避けるのが上手いだけだが、ミスター・ペケは本物のようだ。こういう格闘には慣れているようで、そろそろ勝負がつきそうな感じだった。床に倒れ込んだモオルダアにさらなる攻撃を加えようとしたミスター・ペケだったが、最後の抵抗でモオルダアが足をバタバタさせたら、偶然にもそれがミスター・ペケの腹部に当たった。こういう不意打ちはかなりのダメージを与えることがある。

　ミスター・ペケ思わず後ずさりした。胃の下のほうから重たい痛みが全身に広がっていくような感じがして、ミスター・ペケはフラついていた。倒れそうになるをこらえて片膝をついたのだが、そこで先程モオルダアが落とした銃が目に入った。こうなったら武器に頼るしかない。そう思ったミスター・ペケは銃を手にしてモオルダアに向けた。

　するとモオルダアの方も予備に持っているもう一つのモデルガンを構えたところだった。ミスター・ペケは焦っていた。銃を拾った瞬間にそれがモデルガンであることに気づいたからだ。そして、モオルダアの持っている銃は今度こそ本物っぽい。実際にはどちらもモデルガンなのだが、モオルダアが予備で使っているのは彼が以前に実家で見つけた父親の高級モデルガンなのだ。なので、少し離れた所から見たら本物に見えるのだ。

　ミスター・ペケはそれでもモデルガンの銃口をモオルダアに向けていた。もしかすると彼もこれが自分の持っていた物だと気づいていないのかもしれない。とにかくハッタリでも良いからそうしてないと、今はヤバい状態になっているのだ。モオルダアといえども殴り合ってテンションが上がっている状態では人を撃つことがあるかも知れない。

「ボクを撃ったら、あの武器は見つかりませんよ」

モオルダアはゆっくりと立ち上がりながら言った。立ち上がったのは良いのだが、まっすぐな姿勢になると腹部に鈍痛を感じたので、かがんで片手を膝に当てていた。二人とも似たような姿勢で息をハアハアさせていた。

「撃つべきだと思うがね。私はキミに情報を与えすぎたようだ」

撃ったところでモデルガンでモオルダアを殺すことは出来ない。しかし、モオルダアはやはりこの銃が自分の物だと気づいていないようだった。

　お互いに銃を向けあったままでは埒があかない。かといって、ここで都合良く第三者が現れて話が展開しそうな様子もない。こういう時に優秀な捜査官はどうするのだろうか？モオルダアは考えてみたが、どうすれば良いのかよく解らなかった。第三者が現れない時にはたいていの場合ここでCMになってしまうのが良くあるパターンなのだ。しかしCMのない地下駐車場では何かをしないといけない。このまま朝まで銃を向けあっていることは出来ないのだ。

「ボクは…。歩いて帰るぞ」

苦しそうに息をしながら出てきたのはよく解らない台詞だった。しかし、帰ると言ったら帰るしかないので、モオルダアはミスター・ペケに銃を向けたまま歩き出した。ミスター・ペケも持っているのがモデルガンなので、どうすることも出来ない。遠ざかっていくモオルダアを見ながら、ミスター・ペケも苦しそうに息をしながら言った。

「このままでは命はないぞ、モオルダア捜査官。私がやらなくてもヤツらはキミを殺すんだ」

モオルダアはずっと銃を構えながら後ずさっていった。ミスター・ペケが言い終わる頃にはかなり離れていたので、彼の言葉が最後まで聞こえていたかは解らない。モオルダアは曲がり角まで来てそのまま壁の向こうに見えなくなってしまった。
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		　その頃FBLのペケファイル課の部屋ではスケアリーがパソコンに向かって調べ物をしているところだった。普段ならばとっくに自宅に帰ってくつろいでいる時間なのであるが、今回は最初からこれと言った活躍もなく、そろそろ良いところを見せないといけませんわ、と思ったのかも知れない。あるいはジエイレマイが自分たちの目の前から消えたりしたことがどうしても納得出来なかったので、それを説明出来るような何かを探しているのだろうか。

　スケアリーはまずジエイレマイのことを調べようと、厚労省のデータにアクセスしてみた。そんなデータにアクセスすることが出来るのか？という感じだが、FBLからなら出来てしまうのだろう。彼女は職員や関係者の名簿からジエイレマイ・ヤスミツという名前を検索してみた。こんなヘンな名前の人が本当にいるのか？とも思ったのだが、検索を実行すると該当する人物が表示された。しかも驚いたことに同姓同名が何人もいるのだった。「こんなことって、あり得るのかしら？」と、スケアリーは表示された名前の一覧を眺めて驚いていた。

　まずは一人目のジエイレマイ・ヤスミツの詳細データを開いて表示させた。そこには顔写真も掲載されているのだが、それは彼女の知っているジエイレマイだった。「この方が問題のジエイレマイさんですのね」と思ったのだが、このヘンな名前の人がこんなにいるというのは気になる。そこでスケアリーは別のジエイレマイ・ヤスミツのデータも表示させてみた。

　二人目のジエイレマイ・ヤスミツを開くと、なぜかそれも同じ顔だった。「どういうことですの？」と思ってスケアリーは最初のジエイレマイのデータと比べてみた。同じ人物が二重に登録されている可能性もあり得るのだが、そこに表示されている情報によると、現在の勤務地も違えば、住所も異なっている。ますます解らなくなってきた。

　スケアリーはさらに他のジエイレマイ・ヤスミツのデータを次々に開いていった。画面上には違う個人情報を持つ全く同じ顔のジエイレマイ・ヤスミツがいくつも表示されていくだけだった。全ジエイレマイ・ヤスミツのデータを開いた後にジエイレマイだらけの画面を見つめて唖然としたスケアリーは、思わず電話に手を伸ばしてモオルダアに連絡しようとした。

　しかし、その時モオルダアは地下駐車場で格闘中だったので電話どころではなかったのだった。



　結局モオルダアとは連絡が取れないまま、しばらくはジエイレマイについての情報を探していたスケアリーが自宅に戻ったのは日付が変わった後だった。自分の部屋に入ると、もう一度モオルダアに連絡してみようと電話の受話器を手にしたのだが、その時に誰かが自分の部屋の扉をノックしているのが聞こえた。何かしら？と思ってスケアリーが受話器を置くと、ゆっくり扉の方へ向き直った。「どなたですの？」扉までは遠くなかったので、スケアリーはその場所から外に向かって聞いた。

「ジエイレマイ・ヤスミツでございます…」

周りの住民に気を使ったのか、ミョーに声を潜めて言う男の声が聞こえて来た。それにしても「ございます」とはずいぶんと丁寧な喋り方なのだが。

「どうか、中に入れてくださいませ…」

今度も静かな声が聞こえて来た。しかし、どうして外にいるジエイレマイ・ヤスミツを名乗る男もスケアリーみたいな上品な喋り方なのだろうか？「まさかあたくしを油断させるための作戦なのかしら？」と思ったスケアリーは少し恐ろしい気がして、腰に付けたホルスターから銃を取り出した。何しろ同じ名前で同じ顔のジエイレマイ・ヤスミツが何人もいるのだ。この事実を知られた事が、どこかの誰かにとって都合の悪いことだとすると、スケアリーとしても気が気ではない。本来ならモオルダアが考えそうなことなのだが、彼女にも何か感じるところがあるのだろう。モオルダアほどではないのだが、彼女も世の中に知らされていない、何か大きな秘密があるのをこれまでの経験から薄々感づいているのだ。そんな感じの怪しい人物が今扉の外にいる。少なくとも外にいる男は自分がジエイレマイ・ヤスミツだと言っている。

　スケアリーは銃口を上に向けた銃を胸の前に構えて静かにドアのところに向かった。そしてドアの覗き穴からそっと外を窺ってみた。夜でも明るい高級アパートメントの廊下なので、そこにいる人物の顔も良く見える。そして、そこにいたのはこれまでに何度も見たあのジエイレマイ・ヤスミツだった。

「良いですこと？あたくしに見えるように両手を挙げておいてくださいな」

スケアリーはこう言ってから、ドアが閉まっているのに、こんな言い方で通じたかしら？とちょっと思ってしまった。そして、もう一度静かに覗き穴から覗いてみると、外ではジエイレマイが両手の平を前に向けて肩の高さまで挙げているのが見えた。覗き穴から良く見える位置に立っていたし、一応スケアリーの言いたいことは通じていたようだ。

「良いですわ。鍵を開けますから、そのまま手を挙げていてくださいな。鍵が開いたら五秒数えるんですのよ。そうしたら入室・ドアを閉めて・鍵をかける。良いですわね！」

覗き穴の向こうではジエイレマイが頷いているのが見えた。スケアリーは鍵を開けると何が起きても大丈夫なように急いでドアから離れた。

　ジエイレマイは言われたとおり五秒数えているようだった。そして五秒ぐらい経つとドアが開きジエイレマイが部屋に入ってきて、言われたとおりにドアを閉めて鍵をかけた。スケアリーが部屋の明かりを消してあったので、ドアを閉めると中は暗くなって、物が良く見えない状態だった。ドアのところからではスケアリーがどこにいるのかもよく解らないがジエイレマイが鍵を掛けたのを確認すると、暗闇からスケアリーの声がした。

「手を挙げているんですのよ」

ジエイレマイが声のした方を見ると、暗闇の中に銃を構えているスケアリーの影が確認できた。

「私は重要な情報を持っておるのです。それは、あなたのパートナーが調べていることです。それはとても緻密に練られた計画、策略、そして彼の兄に関することなのです」

「どうして前に言わなかったんですの？」

「あなたと話すのはこれが初めてです。あなたが話したというのは偽ジエイレマイです。そして、彼は私を暗殺するために雇われたんです」

何だかおかしな事になってきましたわ、とスケアリーは思っていた。

「それじゃあ、あなたは誰なんですの？」

「私が全て説明します…」

彼が何を説明するのか？というところで電話が鳴り出した。スケアリーは視線と銃口をジエイレマイに向けたまま受話器を取った。

「どなた？」

「スケアリー。ボクだけど」

ボクだけど、って何なんですの?!と一瞬思ったが、それは今関係ないことだった。あれからかなり時間が経っていたのだが、モオルダアはモオルダアで殴られたり蹴られたりの格闘の後で、軽く放心状態だったりしたので、しばらく落ち着く時間が必要だったのだろう。

「一体何をしていたんですの？」

「母さんのところに行ったりとか、まあ色々と。それよりもスゴいことがあるんだけど…」

「そんなことはどうでもイイですわ！こちらはもっとスゴいことが起きているんですのよ！良いですこと、ここにあなたが話すべき人物がいますわ」

「誰？」

「ジエイレマイ・ヤスミツよ」

それはホントにスゴいことだったが、モオルダアは同時に何かヤバい感じもした。

「スケアリー、今すぐそこを出た方が良いよ。ヤツらは彼を捜しているはずだから。どこか別の場所で会おう」

「何処にしますの？」

「産業道路と呑川の交わるところにいるよ」

「なんですのそれ？何川ですって？」

「大田区の。羽田に近いかな」

スケアリーはなんでそんな所なんですの？と思っていた。実はモオルダアはあれから家に帰ろうと思ったのだが、終電がなくなった事に気づいて、川崎の方から歩いて都内の家に向かっていた途中だったのだ。しかし、なかなか家に着かないので、もしかしたらスケアリーが助けてくれるかな、とか思って電話したというのがホントのところだった。彼の指示した場所は今彼がいる場所のすぐ近くなのだ。

　しかし、こうなってくるとモオルダアは家に帰るどころではなくなってきそうである。

		
			18  呑川沿いのちょっとした広場
		

		　スケアリーはジエイレマイを車に乗せてこの広場までやって来た。モオルダアの指示した場所はかなりアバウトだったのだが、この周辺で車を止められそうな場所はそこしかなかったのだった。モオルダアもそこに気づいていたのか、スケアリーとジエイレマイが車を降りると、少し離れた川の方から彼女を呼ぶモオルダアの声が聞こえた。

　車を降りた二人がモオルダアの方へ近づいて行った。するとスケアリーはモオルダアの顔にアザが出来ていたり、唇が切れて血が出ているのに気づいた。一体モオルダアは何をしていたのかしら？とスケアリーは不審に思わずにはいられない。そしてモオルダアはやけに緊張感のある顔つきになっていて、手にはあの武器を持っていた。棒状で尖った物が飛び出す武器の尖った部分は出しっぱなしの状態だった。

「スケアリー。彼から離れて後ろに来るんだ」

スケアリーはとりあえず言われたとおりにしたのだが、彼の手にしている物を見て「その千枚通しのような道具で何をするつもりなんですの？」と思っていた。一方でジエイレマイはそのまま歩いてモオルダアの前にやって来た。おそらくこういう状態になることをモオルダアが望んでいると思ったのだろう。

「私は危険を冒してやって来たのですよ。あなたを傷つけようなんて思っていません」

ジエイレマイはモオルダアの持っている武器が何だか知っているようで、自分はモオルダアに危害を加えないことを強調していた。そして、話を続けた。

「とても長くて複雑な話なんです」

「モオルダア。彼はあなたのお兄様のことを知っているそうですのよ」

今回はあまり喋ってない気がしたのでスケアリーの解説が入った。モオルダアはちゃんと聞いていたか怪しかったが、とりあえず軽く頷いた。

「あなたが本物だっていう証拠は？」

「私はあのファミレスにいたんです。そして人々を助けた」

「でも、どうやったんですの？」

またスケアリーが口をはさんだ。

「全て説明しますよ」

「その前に一緒に来て欲しいんだ。ボクの母親に会ってほしい」

モオルダアはこのまま入院して辛い時を過ごすと母親も降板すると思ったので、彼に母親を治してもらいたいと思ったようだ。この言葉にジエイレマイはモオルダアの悲しみとか苦しみを感じ取ったのか、同情を込めた瞳を彼に向けて頷いた。しかし、モオルダアの望みがそのとおりに叶えられることはあまりない。広場にもう一台の車がやって来て、そのヘッドライトが彼らを照らした。三人とも驚いて車の方をみたがライトが眩しくて、誰が来たのかすぐには解らなかった。

　だが、少し荒っぽい運転でこの時間にこの場所へやって来る車に普通の人が乗っているような気はしなかった。ここにいるジエイレマイというのは特別な人のようだし、命を狙われているとも言っている。スケアリーは万が一に備えて銃を取り出していた。

　彼らが見ている中で車から一人の男が降りてきた。そこにやってきたのは、一度ジエイレマイの暗殺に失敗しているあの男だった。その男は車を降りると、モオルダアが持っているのと同じ尖った物が飛び出す武器から尖った物を飛び出させて攻撃の準備をした。そして、大股で彼らの方へ近づいて来る。

「あの人は私を殺しに来たんです」

ジエイレマイがモオルダアにいった。モオルダアはそれまで彼の持っている尖った武器をジエイレマイの方へ向けていたのだが、この男がやって来てどうして良いのか迷い始めていた。しかし、あの武器を持っているということは、目的はジエイレマイ以外には考えられない。ということは、ジエイレマイが言っている事はやはり正しくて、彼を助けなければ「長くて複雑な話」というのは聞けなくなってしまうに違いない。

　モオルダアはそう思うとここへ向かってくる男の方へ向き直った。先程のミスター・ペケとの格闘もなんとか切り抜けたし今回も大丈夫だろうと、根拠のない自信でモオルダアはここへやって来た男とやりあうつもりだった。しかし、近づいて来る男の姿が明らかになってくると、その自信はスッとどこかへ消えて行ってしまうのだった。

　ライトの向こうに影になって見えていた時に、この男はもっと華奢に見えたのだが、それは間違いだったようだ。彼の顔が少し大きめだったので体が小さく見えただけだった。近づいて来るとその男は見上げてしまうほど大きい。そして、スーツの上からでも胸や肩の筋肉の盛り上がりが確認できてしまうほどムキムキでもある。さらにその表情は顔まで筋肉で凝り固まっているかのような恐ろしく冷酷さの塊といった感じだった。

　包丁で刺しても、包丁が折れ曲がってしましそうだ、とモオルダアは思った。こんな男にどうすれば太刀打ちできるのだろう？ミスター・ペケなんかとは全く格が違う。

　そんなことを考えている間に、男は冷酷な表情を全く変えないまま近づいて来る。モオルダアは心の中で「うわぁぁあああ…やばい…やばいょ…」となっていた。暗殺者は大股でどんどん近づいて来る。



to be continued...

		
			#030「多利佐久美」

			Little Mustapha
		

	
		
			「シーズン・スリーの真実」
		

		　いったいいつ終わるのかしら？と思われていたシーズン・スリーですけれど、やっと終わりましたわね。どうしてこんなに時間がかかったのか。それは一概には言えないことでもありますわね。物事を長く続けることの難しさ。あるいはより完成されたものを作ろうとしていたのか。それとも作者様の怠けグセが原因なのかしら？

		　でも、せっかく最後まで作ることが出来たのですから、シーズン・スリーの内容について色々と解説が書かれたりしたら嬉しいでございましょう？ですから、この付録でthe Peke-Filesに関する沢山の情報を知って欲しいですわね。あたくしのコメントもありますから楽しみにしていてくださいな！（スケアリー）

		
			シーズン３について : 制作総指揮・Little Mustaphaへのインタビュー
		

		-----ほぼ四年かかっていますが。

		Little Mustapha　そうなんだよね。シーズン３だから３年で終わらせたかったけど。あと一ヶ月ぐらい余裕があればなんとかなったはずだけどね。まあ次はシーズン４だし、このペースでやっていけば４年で終わるという事だよね。しかもずっと四年のペースを続けたらシーズン９の頃には５年分もおつりが来るぜ。

		

		-----そうじゃなくて、シーズンなので、一年で終わってくれないといけないと思いますが。まあ、仕方ないですね。

		Little Mustapha　仕方ない、ってのもよく解んないけど。やればやるほど、何もないところに何かを作り上げるというのはタイヘンな作業になるしね。それに、本物の方のパロディーシリーズもただのコピーにならないようにしないといけないし。一話に一ヶ月以上がかかるから一年でやるのは大変かな。

		

		-----そのパロディーシリーズですが、今回は全部で五話ということで、ネタ切れと言われているオリジナルストーリーの方はそれで助かっているようですね。

		Little Mustapha　なんだそれは？さっきも言ったようにパロディーシリーズだって書くのは大変なんだから。ただ、シーズン２まではパロディーと言ってもthe Peke-Filesと本物のほうの内容はかなり違っていたんだよね。元々はこうする予定もなかったし。なにか国家的な陰謀があるというところは共通していたけど、進んでいる方向は違っていたし。でもシーズン３を終えた時点ではかなり本物の方に近づいてしまったんだよね。これからはまた引き離す作業も必要になるかも知れないけど。どっちにしろ本物の方も最後はウヤムヤになって終わってしまったしね。

		

		-----へえ。その辺は長い期間をかけて書いてきた事も影響していますでしょうか。あるいはネタを考えるのが面倒になったのか。心境の変化なのか。

		Little Mustapha　パロディ、って言っても同じなのは外見だけというか、中身にはthe Peke-Filesの血が流れているっていうのか。というか、ネタ切れだからってヒドいな。本物の方をthe Peke-Files版として書き直すためにはオリジナルを考えるのと同じぐらい苦労はするんだけどね。まあ、話の流れが決まっている分、楽なのは確かだけど。

		

		-----時間がかかるのにはそれなりに理由があるのですね。

		Little Mustapha　そうなのですよ。それに４年もあるとさすがにものの考え方とかも変わってくるしね。シーズン３の最初と最後では見えないところでいろんなことが変わっている気もするよ。それよりも、絶不調の時期でもあったし。というか、シーズン２の時もそんなこと言ってたかな。まあ、考えてみればちゃんとしたものを書くのには時間が限られているし、書くのには時間がかかるのが普通だと思えたらそれほど不調とは思えないかも知れないけどね。それよりも、あの震災はやっぱり色々と影響があったと思うけど。科学とオカルトとホラーとパロディーコメディーな内容だし、特に科学とオカルトに関してはもう少し深く考えないといけないかな、とも思ったり。これは震災というよりも、その後のあれの事故の影響でもあるんだけどね。

		

		-----なんか、真面目っぽいですね。

		Little Mustapha　っぽい、じゃなくて真面目に答えてるのですが。まあ良いか。それに関連する感じだけど、途中の本物の方のパロディの話では「放射能」と「放射線」を混同するという恥ずかしい間違いをしているんだよね。これもある意味あの事故の影響だし、あれがなければまだ気づいてなかったんだけど。

		

		-----まあ、この話はあまりすると問題が発生しそうですから、あとは誰かと飲んでる時にでもしてください。それじゃあ、最後にシーズン３の見所というか、より楽しむためのポイントとかあったら聞かせてください。

		Little Mustapha　あれ、もう終わりなの？音楽アルバムの時はもっと長くできるのにな。今度はミドル・ムスタファを呼んでこようかな。

		

		-----それが見所ですか？

		Little Mustapha　違うよ！というか、毎回思うんだけど、キミは誰なのか？という事でもあるんだけどね。とにかく見所とかを話してみるけど。見所って言っても、ここを読んでる人ってすでに全部読んだ後なんじゃないの？

		

		-----奇跡的にもう一度読む人もいるかも知れませんし。

		Little Mustapha　うーん…。なんかそう言われても難しいな。モオルダア捜査官のバカっぽさは相変わらずだし。でもスケアリー捜査官のおやつネタはオヤクソクになってきたかな。それと主人公の二人がスマホを使い始めたというところとか。これはあんまり見所じゃないかも知れないけどね。でもパロディだけど時代設定は現代ということだし。これは以前からやっていることでもあるけど。今の時代だからこそ面白い事、というものもあるかも知れないしね。

		

		-----そうですか。以上です。

		Little Mustapha　なんだその素っ気ない終わり方?!


		
			「祈祷」について
		

		　この話はスケアリーの首の付け根から謎の金属製のグリコのオマケが出てきたり、重要と言えば重要だった回だよね。でもこのころはまだthe Peke-Files独自のストーリーで行くのか、本物の方に会わせるのか、ということを迷っている感じもあったから、盛り上がり的にはイマイチかも知れないけど。ただ、最初の状態では全く別の方向に向かっていたthe Peke-Filesと本物の方の話を近づけるのには重要な役割を果たしているかも知れないね。

		　本物の方とthe Peke-Filesって、背景とか登場人物の住んでいる場所の文化的な事とか、その辺の違いがスゴくあるんだけど、それをなんとかthe Peke-Filesの設定に合わせて作り直すという作業はそれなりの楽しいものだけどね。（Little Mustapha）

		

		　あたくしのような強い女性がふとしたところから弱さを見せてしまう、って。これって今風に言うのなら萌えポイントでございませんこと？（スケアリー）

		

		　あのFBLのお姉さんはスゴく美人だと思ってたけど、今思うとそれほどでもないのかな。（四年経ってそれなりに成長したナバホ・ゴンタ）

		
			「ゲロニンゲン」について
		

		　なんというか、問題作だよね。まずはタイトルからして問題作だけど。the Peke-Filesの設定のままだとどうしてもthe X-Filesと同じ展開でパロディにした時に矛盾というか、辻褄が合わなくなりそうなことが多くなるので、苦肉の策という感じでゲロニンゲン計画というのが登場したんだけど。

		　幸いなことに本物の方でも要所要所で登場する謎めいたことというのがほったらかしで次の展開へ、という事が良くあるので、このゲロニンゲンも放っておけばそのうち何事もなかった感じに出来るかも知れないね。

		　それから、このパロディシリーズの見所でもある理解不能な方言というのもあるけど。あれも元々はシーズン２で書いた本物の方のパロディが元になってるんだよね。本物の方は南米の宇宙観測施設に行くという設定で、そこでスペイン語を話す人が出てくるんだけど、the Peke-Filesの設定だと日本国内からなかなか外に出られないし。それで外国語の代わりに、訛りがヒドすぎて理解できない人を登場させたのが始まりなんだよね。

		　関係ないけど、テンション上がった時に思わず方言が出てきてしまう人って、標準語しか知らない人には羨ましいところでもあるんだけどね。（Little Mustapha）

		

		　ふんでさ、これしたりましたば、とうきょさでとりましばな。じゃけんのあやつれやきょどろろれましたばがや！なあ！（那場保権之小）

		

		　あたくしの強さ、優しさ、繊細さ。そういうところを解ってもらえたかしら？（スケアリー）

		

		　酒さえあればね。酒さえあればいつだって自分が世界の支配者なのだよ。誰もが自分の思い通りに動いてくれる。酒さえあれば。そう思っているだけかも知れないがね。（ウィスキー男）

		

		　ホントにねえ。なんであの子はあんなにエロ本が好きなのかしら？ねえ。ホントに。あの子だけじゃないのよ。私の旦那だって、時々こっそり見てるんだから。ホントに、もう、イヤになっちゃうわよ！（モオルダアの母）

		
			「SCREWED」について
		

		　異世界に迷い込んでしまったようなそんな感じがけっこう気に入ってるんだよね。しかも最後は禁断の夢オチというか。でもこれは収拾がつかなくなったから夢オチになったのではなくて、始めから予定されていた夢オチなので、あしからず。

		　夢って時々どうしてそうなるのか？という感じでワケが解らない展開なのだけど、もしもこの話みたいな事が本当にあるのなら、これがその夢の説明になるとか、そんな感じ。（Little Mustapha）

		

		　ボクの推理が間違いだったのは、もちろんアレが夢だったからだよ。それに、あの世界が夢の中だと気づいたのもボクだしね。（モオルダア）

		

		　夢の解釈にはいろんな学説がありますわね。そして、古代から夢によって何かを占ったり、歴史の流れを左右するようなものでもありましたのよ。そして、科学の進化した現代だって、なぜ夢を見て、そこにどんな意味があるのか明確なことは解っていませんわ。それだけでも人々の科学的探求心を駆り立てるのですわね。（スケアリー）

		

		　プールよりも恐ろしいもの。それは怒り狂う女捜査官です。でもあの時ボクは自分のわがままな性格に気づいて、今では少しマシな人間になれたかな、って思っています。（少年）

		
			「リヴェンガ」について
		

		　もうちょっと丁寧に書けば良かった、と読み直してから後悔している話。黒幕的な人が登場するのが唐突に思えるというか。最初から登場することは決まっていたから、もっとちゃんと出来たかも知れないけど。意外性とそうじゃないところのバランスというか。これはけっこう難しいところかも知れないね。

		　そして、最初は人が殺されるところから始まる予定だったけど、なぜかそういう場面を書くのが恐くて書けなかったので、何度も書き直して結局ボツになりました。これはスランプなのか、ちょっと病んでいたのか。

		　でも、幽霊話だけど幽霊話っぽくない感じに出来たので、まあまあということです。（Little Mustapha）

		

		　実を言うとね、最近は歩道橋ですら恐怖を感じるんだよ。このまま高所恐怖症の症状が悪化していけば、自分の目の高さを恐れることになりそうなんだ。どうしたらいいのだろう。（モオルダア）

		

		　幽霊とか死後の世界とか、あたくしがそういうことをまともに考えると思っていらっしゃるのかしら？でも時には考えるのが人間てものかも知れませんわね。もちろんあたくしは科学的にはそんなものは信じていませんのよ。人が死んだらどこへ行くのか。それはきっと残された人達の記憶や心の中だと思うんですの。そして、それが美しくて良い思い出となっているのなら、そこはきっと天国ですのよ。そうでない場合は別の場所ですわね。

		　これがあたくしの考える科学的かも知れない死後の世界ですのよ。（スケアリー）

		
			「404」について
		

		　「コレハチョットオモシロイハナシデスネエ」ということなのですけど。本物の方のパロディでもあるこの作品は、本物の方に日本人や日本の話が出てくるんだよね。それを日本が舞台のthe Peke-Filesでどうパロディするのか、というところがけっこう楽しかったんだけど。本物の方も日本だけでなくてフランス人とかも出てくるので、全体的にカタコトな感じだったりもしたような感じだけど。あれだけお金をかけているドラマなのに、ちゃんとした日本語を話せる役者は雇わなかったのか？という感じですが。でも現場で言葉のやりとりが出来る方が重要なので、ほとんどアメリカ人の日系人という事になってしまうのでしょうか。というか、本物の方の感想をここで書いている場合ではないですけど。

		　インタビューにもあったように、放射線による火傷とか。今だと書きづらかったかも知れない部分もあるのだけど。これはこの回だけでなくて、この先にも登場するネタだからどういう風に扱うか迷うところだよね。コメディでパロディなthe Peke-Filesだけど、その辺は避けて通らずに行きたいところだけど。起きてしまったことをなかった事にするとか、そういう感じは良くないですしね。ただし、この辺はちゃんと勉強して慎重にやらないといけない気もするけど。まあ、そこを気にするほどたくさんの人に読まれているワケではないんだけど。

		　それから、雰囲気を知るために書く前に横須賀へ遠足に行ったりとかしてたけど。書くのに役立つ部分はあまりなかったけど、楽しかったので良い刺激になったとか。それから芝浦とか中華街とか馴染み深いようであんまり行ってない場所とか、そういう場所が登場するのも面白かったり。

		　というか、この作品の内容だと横須賀よりも芝浦の方に下見に行くべきだったのか？とも思いますけど。最後に芝浦に行ってから５年以上経っていましたし。（Little Mustapha）

		

		　どうして私みたいな魅力的な登場人物が出てきたその回で射殺なんですか？（カレンチャさん）

		

		　FBLの捜査官には公共交通機関が使い放題になるチケットを配布するべきだと思うんだよね。（モオルダア）

		「503」について

			　この前の話の「404」とこの「503」はインターネットをやってる時に遭遇するかも知れないエラーメッセージの番号が元になっているんだよね。決してジーンズの型番ではないんだけど。その辺を調べてみたりすると、意外と深い意味があるような感じになるかも知れないよ。本物の方だと「731」というタイトルだったから数字つながりでもあるんだけど。もちろんこれは731部隊から付けられたタイトルだと思うけど、その辺は敢えてスルーしてthe Peke-Files独自の展開にしたという事でもあるんだよね。逆にここで731のネタを出すのはちょっと違うとも思ったり。

		　モオルダアも、本物の方のモルダーも怪しい話を全部鵜呑みにしているのではなくて、怪しい話の中から本物っぽい事を見つけ出してくるのが面白いところ、という感じなので、怪しい成分の多い731のネタは全面に出したくない感じだったりして。

		　というか、忘れてたけど、この「404」と「503」の二作って、本物の方では二話ずつ（計４話）の違う話を無理矢理二話にまとめてるんでした。それを考えるとけっこう集中できていたのだなあ。ただし、そのために強引な展開とかなきにしもあらず。（Little Mustapha）

		

		　こういう話の時には急に遠くまで飛行機で行ったりして、けっこう楽しいんだよね。（モオルダア）

		

		　ホントはボクの実家は横須賀じゃないんですよね。父は釣りが好きだから良く行ってるみたいですけど。…あぁ、これは前回に行っておくべきでしたね。（ヌリカベ君）

		

		　あたくしの活躍も忘れてもらっては困りますわよ！（スケアリーの姉、ダネエ・スケアリー）

		

		　何か大きな陰謀があるのかも知れない、その可能性は否定しませんわ。でもそこにUFOやエイリアンが関わっているという事になるのは理解できませんのよ。そういう嘘の情報を流すことによってモオルダアのようなおかしな考えを持つ人を騒がせるのが目的なのかしら。そうすればUFOやエイリアンの話によって、本来暴かれるべきことを隠すことが出来ますものね。あたくしのように冷静に物事を見つめて分析しないと、いつ誰に騙されてしまうか解ったものではありませんのよ。（スケアリー）

		「再会」について

		　本当はモオルダアの妻となっていた人が最後まで生きている話にしたかったんだよね。「魔法によって老婆の姿になってしまった少女」という話がどこかにあったけど、それの逆で謎の力で若くて美しい姿のまま歳をとらない女性という設定でね。

		　モオルダア好みの美女は大抵モオルダアの手の届かないとこにいる存在とか、そんな感じなんだけど、この美女は明治時代から生きているとう設定だから、古風な考え方で、しかも明治の感覚だからモオルダアの事がちょっと好きだったりして。なんで明治の感覚だとモオルダアが好きになるのか知らないけど。今とはカッコイイの基準が違う、ということで。それでモオルダアと良い感じになるんだけど、事件を解決させるためにはその女性を本来の年齢に戻さないといけない、というちょっと悲しい話の予定だったんだよね。

		　でも、モオルダアのそんな姿はまだ見たくないな、ということで予定変更で公開された内容になったんだけど。おかげでシーズン１の第一話のネタが解決したし。こっちの内容でもちょっとした切なさみたいなのは出てるんじゃないか？と思うんだけど。

		　調子が出てくるまで最初の方は何回も書き直したし、それなりにはなったと思ってるけど。でも書いてる途中で何度もまともな文章が書けないような状態になったし。内容以上の苦労はしてる感じかな。カッコイイ文章を書こうとすると、いつもと違う文体というか、回りくどい書き方をしてしまったりするから、文が滅茶苦茶になったりするんだけど。そうなること自体が絶不調な証拠だったりするから、これからはそういう感じになったらなるべく自然な感じに書くように気をつけないといけないんだけど。自然な感じ、ってそれが一番難しいだよね。（Little Mustapha）

		

		　あたくしも時には探偵小説みたいな冒険をすることがあるんですのよ。ウフッ。みなさまドキドキされたんじゃないかしら？（スケアリー）

		

		　「鈍器のような物」はいつでも都合の良い時に手近にあるから重宝するよね。そのために逆上した人間にとっては最悪の凶器となってしまうこともあるけどね。（モオルダア）

		

		「ボクらって良いコンビだし、話の中でも良い味を出していたと思うんですけど、今後も登場機会とかありますかね？」

		「それはどうかなあ。他の話にも個性派の刑事は多いからな。それにあの二人と関わると面倒な事も多くなりそうだし」（川村刑事と山村刑事）

		
			「Dimensions」について
		

		　ちょうど電気が足りてないから節電しましょうという時期で、LMBとしても解り易い節電アピールのために、電気をたくさん使うXbox 360を封印して3DSをやってた時に思いついた話。

		　3DSって3Dの画面を見ていると目が疲れるし、あれを見ていると酔うとまではいかないまでも、なにか変な感覚になったりするんだよね。そういうところから色々とネタが生まれたけど。ゲームから飛び出してきたように書かれている女性キャラというのが実際にそこにいたのか、それとも幻影みたいなものなのかは謎のままだけど。今の3Dってテレビとかも、飛び出すというよりは奥行きがあるという感じで、ちょっとガッカリだったりするから、もっとこうだったらいいな、という願望が表れているとか。

		　ちなみに、途中で登場する人の名前だけど、上井さん、曽根井さん、瀬賀さん、万代さん、舞黒さんはゲーム機とかメーカーにかけた駄洒落風の名前なんだけど。瀬賀さんの家が更地になっているとか、万代さんは家が無くなってそこがスーパーになっているとかもボクとしてはニヤニヤポイントだけど。（Little Mustapha）

		

		　異常な事件の中で、普通の人が気づかないようなさらなる異常に気づく。これがボクの才能だと思うんだ。（モオルダア）

		

		　どんな時だって冷静にスマートに行動するんですの。そうすれば被害者が増えるのを防ぐことだって出来るんですのよ。（スケアリー）

		

		　アイツのエロ本コレクションは確かにスゲエな。だが、オレの好みとはちょっと違うのが玉に瑕だな。オレとしてはもっとダイナマイトな感じが欲しいわけよ。アイツはそうじゃなくて小ぎれいな感じが好きらしいけどな。（酔って友達と話すフロシキ君）

		
			「Curse」について
		

		　気づいた人がいるか知らないけど、この話に登場する街はボクがよく遊びに行っている海辺の地域がモデルになっている部分が多いんだよね。完全にモデルと言えないのは、そこまで綺麗で素敵な街というのは滅多にないしね。でも家とビルだらけの場所に住んでいると、建物よりも自然が多い場所っていうのは珍しい感じで、色々と刺激になるし。記憶の中では話の中の街に近い物になっているのかも知れないけど。

		　最初の予定では海辺の街でのんびりしているうちになんとなく事件が解決してしまう話にしようと思ったけど。間が持たないというか、想像の中の街の綺麗な所を書くというのは容易いことではなかったので、途中からはドタバタになったんだけど。

		　全体的には上手くいった感じだけど、あの神社の設定が中途半端だったような気もするな。アレはホントは神社じゃなくて、話の中に出てくる「彼ら」の使っていた施設のような物だし、それであんなに頑丈に出来ていたんだけど。多分ここに書くまで誰も気づいてないし。（Little Mustapha）

		

		　この話について何かコメントしてくれ、っていわれてもね。こんな話なかったでしょ？（モオルダア）

		

		　ちょいと、何なんですの？そんな街なんて知りませんわよ。あたくしが捜査中に観光するなんてあり得ませんわよ。（スケアリー）

		

		　なんで彼らの記憶を消す前にあんなに長々と説明をしたのか、って？だってそうしないと、読んでる人が理解できない話になってしまうからね。

		　それから私は外部から人間がやって来た時には、なるべく彼らの記憶を消すことにしているんだよ。あんな発光物体が飛んでいる場所だからね。だからあの街はあまり世間に知られていないんだよ。（いつでもお手頃価格の服を着ている男）

		
			「多利佐久美」について
		

		　タイトルの読み方は「タリサクミ」でこれは本物の方と同じなんだよね。本物の方のタイトルが人の名前に思えて仕方ない、ということで付けられた名前でもあるんだけど。ただ、この「タリサクミ」というのはキリスト教の聖書からとったタイトルで、その辺を考えると宗教観がケイオスな日本で日本人がやる話としては難しい感じになるんだよね。

		　欧米の映画とか小説とかって、娯楽作品にも聖書に関連したネタが出てくるし、それが有名なものでもマニアックなものでも、それによって物語に深みが出てくるということもあったりするし。でも宗教とかそういうのに関連した話というのは、基本的に誰もが納得するいい話であることも多いから、それが宗教に関係している事を知らなくても理解は出来るんだけど。とにかく、その辺は色々と考えないといけなかったんだけど。

		　この回ではあまりその辺の事については上手く出来なかった感じもあるけど、ちょっとしたアイディアがあるからこの続きになるシーズン４の一話では違った感じになるかも知れないね。

		　それから、一話完結の話とは違って、こういう続き物の時は本物の方の捜査官の行動がドラマチックだったり、悲壮感あふれてたり。この辺の緊張感を保ちつつパロディするのはけっこう大変。

		　シーズン４の一話にもかなり苦労しそうな部分が残っているけど、上手く出来るようにしてみるけど。（Little Mustapha）

		

		　古野方区にどうやっていくのか？って言われるといつも困るんだよね。電車から降りてバスに乗るんだけど。そのバスも途中で乗り換えたり。しかも降りたバス停から次に乗るバス停まで歩かないといけなかったり。そんな事を何度か繰り返さないとつかない場所にあるからね。

		　スケアリーの車のカーナビにも古野方区は出てこなかったし。ボクがいたからなんとか辿り着けたけど。行きたいなら、川沿いを上流に向かって進むのが良いのかな。でもあの川はなんていう川なんだろう？（モオルダア）

		

		　奇跡を信じることは素晴らしい事かも知れませんわ。でも有りもしない奇跡を起こせると偽って大切な金品を巻き上げるような、そんなことは許されてはならないと思っていますのよ。…あら、これってこの話と関係なかったかしら？ウフッ…！でもモオルダアのような方が好き放題に有りもしないことを話したりすると、そういうところから間違った知識が広まってしまうでございましょ？ですから、あまり行きすぎた話はあたくしが否定しないといけませんわね。

		　それから「高度に発達した科学は魔法と見分けがつかない」という言葉をご存じかしら？あたくしはペケファイル課で事件を捜査するようになってから、よくこの言葉を思い出しますのよ。それは元の意味とは違った意味で解釈している場合もありますけれど、あたくしは常に科学者であり科学者の目線で事件を解決するんですの。そういうことを常に考えていないと、これまでのようなあたくしの活躍はあり得ませんでしたわね。そしてこれからもそれは変わらないんですのよ。（スケアリー）

		

		　べ、別に罪悪感を持ってるとか、そんなことはないんだからな。（ウィスキー男）

		
			音楽について
		

		　文字だけで書かれている小説風のthe Peke-Filesですが、シーズン３の途中にはオリジナル・サウンドトラック・アルバムという設定で「P is for Peke」が発表されました。アルバム完成記念の超ロングインタビューを読むとこのシーズン３に登場した話に関する話題も出てきます。今回はすこしだけ音楽から本編に隠された見所を探ることが出来るような気もしなくもない。（作曲者、Little Mustapha）

		SFXについて

			　もう書く必要は無いかも知れませんが、the Peke-Filesは文字だけで書かれているのでSFXはありません。

		　でももしかすると「映画のSFXのような〜」という表現が本編に出てきた場合にはSFXの知識が必要になるのではないか？と、今思いました。（特殊効果担当 : FX・ムスタファ） 

		
			「シーズン・スリーの真実」

			Little Mustapha
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